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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.06㎞2

総人口　52,495人（△19） 

　男　　24,513人（△12） 

　女　　27,982人（△　7） 

世帯数　22,374　（△　4） 
12月1日現在 （　）は前月比 

追いつ追われつ 
　例年にない白熱のレースが繰り広げ

られた駅伝大会。同着でのタスキリレ

ーに選手は一層闘志を燃やしました。 

（11/11吹上地域市民駅伝競走大会 

　P7関連記事） 
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日
置
島
津
家
の
始
ま
り
は
、
島
津

義
弘
の
弟
歳
久
（
一
五
三
七
〜
）
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
歳
久
は
、
兄
の
義
弘
ら

と
共
に
、
戦
国
時
代
の
末
期
に
三
州
統

一
（
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
）
や
九
州
進

攻
の
戦
い
に
活
躍
し
た
武
将
で
し
た
。

島
津
氏
が
豊
臣
秀
吉
に
敗
れ
て
降
伏
し

た
後
も
、
秀
吉
に
容
易
に
従
わ
な
か
っ

た
た
め
、
反
乱
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
、

文
禄
元
（
一
五
九
二
）
年
に
死
を
命
じ

ら
れ
ま
し
た
。 

　
歳
久
の
孫
の
常
久
は
、
文
禄
四
年
に

日
置
を
領
地
と
し
て
与
え
ら
れ
、
日
置

島
津
家
を
興
し
ま
す
。
そ
れ
以
来
、

日
置
島
津
家
の
歴
代
当
主
は
家
老
な

ど
の
藩
の
重
役
を
務
め
ま
し
た
。 

  

　
赤
山
靭
負
は
文
政
六
（
一
八
二
三
）

年
に
、
日
置
島
津
家
一二
代
当
主
久
風

の
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
兄
は
、

薩
摩
藩
家
老
を
務
め
た
一
三
代
当
主

久
徴
（
ひ
さ
な
が
）
で
す
。「
島
津
」

の
姓
を
名
乗
れ
る
の
は
家
督
を
継
い
だ

当
主
だ
け
な
の
で
、「
赤
山
」
を
名
乗

り
、
物
頭
な
ど
の
藩
の
要
職
を
務
め
ま

し
た
。
誠
実
な
人
柄
で
、
多
く
の
人
に

慕
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
当
時
、
薩
摩
藩
は
次
期
藩
主
の
座

を
巡
っ
て
大
き
な
政
争
が
起
き
て
い
ま

し
た
。
い
わ
ゆ
る
お
由
羅
騒
動
で
す
。

島
津
斉
彬
を
支
持
す
る
派
閥
と
、
弟

の
久
光
を
支
持
す
る
派
閥
が
激
し
く

争
い
ま
し
た
。
斉
彬
を
支
持
し
て
い
た

靭
負
は
こ
の
騒
動
に
巻
き
込
ま
れ
、
嘉

永
三
（
一
八
五
〇
）
年
に
自
刃
を
命
じ

ら
れ
ま
し
た
。 

　
靭
負
は
、
自
分
の
屋
敷
に
出
入
り

を
し
て
い
た
西
郷
吉
兵
衛
に
血
染
め
の

肩
衣
を
形
見
と
し
て
残
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
が
、
吉
兵
衛
の
息
子
吉
之
助
（
後

の
西
郷
隆
盛
）
に
大
き
く
影
響
し
、

斉
彬
へ
の
忠
誠
を
強
固
に
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
吉
之
助
は
、
後
に
斉

彬
の
直
属
の
家
臣
と
な
り
、
篤
姫
の
将

軍
家
輿
入
れ
な
ど
で
大
い
に
活
躍
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

  

　
桂
久
武
は
赤
山
靭
負
の
弟
で
、
天

保
元
（
一
八
三
〇
）
年
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
に
桂
久

徴
の
養
子
に
な
り
、
桂
家
を
継
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

　
藩
の
役
職
を
歴
任
し
、
元
治
元
（
一

八
六
四
）
年
に
家
老
に
就
任
し
ま
し
た
。

幕
末
の
混
乱
に
あ
た
っ
て
は
、
同
僚
の

小
松
帯
刀
と
と
も
に
藩
の
方
針
を
倒

幕
に
統
一
す
る
こ
と
に
貢
献
し
ま
し
た
。

大
久
保
や
西
郷
の
活
躍
は
、
桂
や
小

松
の
協
力
な
し
に
は
難
し
か
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
桂
は
、
西
郷
と
特
に
親

し
く
、
書
簡
も
多
く
交
わ
し
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
明
治
三
年
に
鹿
児
島
藩
権
大
参
事

に
就
任
。
そ
の
後
、
都
城
県
参
事
、

豊
岡
県
権
令
に
任
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

辞
職
し
て
帰
郷
し
ま
し
た
。
明
治
十
（
一

八
七
七
）
年
に
西
南
戦
争
が
始
ま
る
と
、

西
郷
軍
に
参
加
し
ま
し
た
。
武
器
や
弾

薬
、
物
資
な
ど
の
補
給
の
責
任
者
と
し

て
活
躍
、
最
後
ま
で
西
郷
と
行
動
を

共
に
し
、
城
山
で
戦
死
し
ま
し
た
。 

〈
引
用
参
考
文
献
〉 

　『
日
吉
町
郷
土
誌 

上
巻
』
日
吉
町 

　
平
成
二
十
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
天
璋
院
篤
姫
」
が
放
映
さ
れ
る
の
を
機
に
、

篤
姫
や
明
治
維
新
に
関
わ
る
日
置
市
内
の
人
物
や
文
化
財
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま

す
。 

　
江
戸
時
代
を
通
じ
て
日
置
地
区
（
日
吉
町
北
部
）
を
領
有
し
た
日
置
島
津
家
（
島

津
氏
の
分
家
）
は
、
代
々
藩
の
重
役
を
務
め
た
名
門
の
家
柄
で
し
た
。
幕
末
に
は
、

日
置
島
津
家
出
身
の
赤
山
靭
負
と
桂
久
武
の
兄
弟
が
活
躍
し
、
明
治
維
新
の
実
現

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

大乗寺跡 
（日置島津家菩提寺） 

赤山靭負の墓 
（桂山寺跡） 

● 

● 

大
乗
寺
跡 

赤山靭負の墓 

（
日
置
島
津
家
菩
提
寺
） 

（桂山寺跡） 

▼桂久武肖像（日吉町郷土誌から） 

日吉運動公園 

八幡神社 
日吉派出所 

日吉ふれあいセンター 
日吉保健センター 
日置市民病院 

特養老人ホーム青松園 
日吉老人福祉センター 

熊野神社 

日置郵便局 

城の下物産館 

● 
● 
● ● ● 

● 

● 
● 

● 

● 
● 
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文 

文 

日
吉
中
学
校 

日置小学校 

日吉支所 

日吉中央公民館 

日吉町商工会 



　
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の

補
助
金
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
、
十
二
月
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
た

平
成
十
八
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
が
ど

の
く
ら
い
納
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
日
置
市

財
政
状
況
の
作
成
お
よ
び
公
表
に
関
す
る
条
例

に
基
づ
き
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

　
平
成
十
八
年
度
決
算
は
、
合
併
後
初
め
て
の

通
年
決
算
と
し
て
、
継
続
事
業
を
中
心
に
市
民

生
活
に
密
着
し
た
社
会
基
盤
整
備
等
を
行
い
な

が
ら
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
な
ど
様
々
な
事

務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。 

   

　歳
入 

　
下
の
グ
ラ
フ
②
は
市
に
入
っ
て
く
る
お
金
で

あ
る
「
歳
入
」
で
す
。
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
が
少
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
歳
入
の

大
部
分
は
国
や
県
な
ど
に
頼
る
お
金
で
依
存
財

源
（
七
二
・
七
％
）
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
す
。

そ
の
ト
ッ
プ
が
、
市
が
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
保
つ
た
め
に
交
付
さ
れ
る
「
地
方
交
付

税
」
で
全
体
の
三
五
・
六
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

次
に
多
い
の
が
、
大
き
な
事
業
を
す
る
と
き
に

財
源
の
不
足
分
を
長
期
で
借
り
入
れ
る
「
市
債
」

で
す
。
合
併
特
例
債
を
は
じ
め
、
事
業
の
緊
急

度
や
効
果
を
十
分
に
考
慮
し
有
利
な
も
の
を
選

び
、
全
体
の
一
三
・
二
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
市
が
自
ら
賄
え
る
お
金
で
、
自
主
財

源
（
二
七
・
三
％
）
と
よ
ば
れ
る
も
の
の
う
ち
、

最
も
多
い
の
が
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

い
た
「
市
税
」
で
、
三
十
九
億
三
千
九
百
五
十

五
万
四
千
円
（
一
六
・
〇
％
）。
次
に
多
い
の

が
各
基
金
か
ら
の
「
繰
入
金
」
で
二
・
五
％
を

占
め
て
い
ま
す
。 

　歳
出
（
目
的
別
） 

　
次
に
、
使
わ
れ
る
お
金
で
あ
る
歳
出
を
「
目

的
別
」
の
グ
ラ
フ
③
か
ら
見
て
み
ま
す
。 

　「
民
生
費
」
が
ト
ッ
プ
で
四
十
八
億
六
千
百

八
十
八
万
四
千
円
と
全
体
の
二
〇
・
四
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
児
童
福
祉
、
老
人
福

祉
や
障
害
者
福
祉
な
ど
に
関
す
る
支
出
で
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
次
に
多

い
の
が
道
路
整
備
や
住
宅
整
備
、
土
地
区
画
整

理
や
公
園
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
る
「
土
木
費
」

で
全
体
の
一
六
・
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　歳
出
（
性
質
別
） 

　
さ
ら
に
歳
出
を
「
性
質
別
」
の
グ
ラ
フ
④
か

ら
見
て
み
ま
す
。 

　
歳
出
「
性
質
別
」
で
は
、「
人
件
費
」「
公
債

費
」「
扶
助
費
」
の
義
務
的
経
費
が
全
体
の
四

七
・
一
％
。「
普
通
建
設
事
業
費
」「
災
害
復
旧

事
業
費
」
の
投
資
的
経
費
が
二
六
・
三
％
。「
物

件
費
」「
繰
出
金
」
な
ど
の
そ
の
他
の
経
費
が

二
六
・
六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
歳
出
（
性
質
別
）
の
ト
ッ
プ
は
「
普
通
建
設

事
業
費
」
で
五
十
九
億
三
千
七
百
三
万
三
千
円

と
全
体
の
二
四
・
九
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
道
路
や
学
校
の
施
設
整
備
な
ど
に
関
す

る
支
出
で
、
市
民
生
活
に
密
接
に
関
連
し
た
社

会
基
盤
の
整
備
で
す
。
次
に
多
い
の
が
「
人
件

費
」
で
全
体
の
一
八
・
一
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

自
主
財
源
三
割
、依
存
財
源
七
割 

市
税
は
全
体
の
１６
％ 

市の決算 市の決算 市の決算 
平成18年度 

を 
公表します 

歳入総額　246億5,924万4千円 
歳出総額　238億　652万8千円 
差引額　　　　8億5,271万6千円 
実質収支額　  7億6,276万9千円 
（翌年度へ繰越す財源を除いた額） 

■平成18年度に実施した主な投資的事業 

■市債の状況 

消防施設整備事業防火水槽整備（東市来地域、日吉地域） 

消防施設整備事業消防ポンプ自動車整備（東市来地域） 

消防OAシステム整備事業（消防本部） 

地方道路整備臨時交付金事業市道整備（市内全地域） 

辺地対策事業市道整備（伊集院地域、吹上地域） 

過疎対策事業市道整備（東市来地域、日吉地域、吹上地域） 

半島振興道路整備事業市道整備（伊集院地域） 

公営住宅整備事業（紙屋敷公営住宅、中園住宅、新宮住宅） 

土地区画整理事業（徳重地区・湯之元第一地区） 

伊集院中学校屋内体育館建設事業 

総合運動公園整備事業（東市来地域、伊集院地域） 

まちづくり交付金健康増進施設整備事業（伊集院地域） 

平成18年度借入額 

平成18年度末借入金残高 

実質公債費比率 

32億6,180万円 

352億1,156万6千円 

15.9％ 

※実質公債費比率が18％を超えると市債の発行が一定要件
を前提に許可制となり、市債の発行が制限される。  

歳出 
（目的別） 

238億 
652万 
8千円 

歳出 
（性質別） 

238億 
652万 
8千円 

グラフ② 

歳入 
246億 
5,924万 
4千円 

市税 
39億 
3,955万 
4千円 

グラフ① グラフ④ グラフ③ 

個　人 
12億7,915万2千円 

32.5％ 

固定資産税 
19億8,109万9千円 

50.3％ 

法　人 
2億8,934万円 
7.3％ 

入湯税 
351万8千円 
0.1％ 

軽自動車税 
1億1,558万8千円 

2.9％ 

市たばこ税 
2億4,325万6千円 

6.2％ 
国有資産等市町村交付金 

2,760万1千円 
0.7％ 

市　税 
39億3,955万4千円 

16.0％ 

繰入金 

14億5,564万円 
5.9％ 

分担金・負担金 
使用料・手数料 
7億1,954万4千円 

2.9％ 

繰越金・諸収入 
その他 

6億911万2千円 
2.5％ 

市　債 
32億6,180万円 
13.2％ 

県支出金 
14億5,403万4千円 

5.9％ 

地方消費税交付金・地方譲与税・その他 
14億3,516万2千円 

5.8％ 

地方交付税 
87億7,836万8千円 

35.6％ 

国庫支出金 
30億603万円 
12.2％ 

民生費 
48億6,188万4千円 

20.4％ 

公債費 
38億2,879万7千円 

16.1％ 

衛生費 
27億9,763万7千円 

11.8％ 

総務費 
24億9,359万5千円 

10.5％ 

消防費 
7億3,578万円 
3.1％ 議会費・商工費・その他 

7億3,274万7千円 
3.1％ 

教育費 
29億9,142万5千円 

12.5％ 

土木費 
39億2,535万2千円 

16.5％ 

農林水産業費 
14億3,931万1千円 

6.0％ 

人件費 
43億567万8千円 

18.1％ 

補助費等 
12億9,859万8千円 

5.5％ 

維持補修費・その他 
2億1,326万6千円 

0.8％ 

扶助費 
30億6,385万8千円 

12.9％ 

物件費 
24億4,968万円 
10.3％ 

繰出金 
23億7,827万 
2千円 
10.0％ 

普通建設事業費 
59億3,703万3千円 

24.9％ 

災害復旧事業費 
3億3,134万6千円 

1.4％ 

公債費 
38億2,879万 
7千円 
16.1％ 

費 経 

的 

資 

投 

費 

費 

経 

経 

的 

他 

務 

の 義 

そ 市 

民 

税 

固 

定 

資 

産 税 

存 

財 源 

自 主 

財 

源 

依 

市の決算 市の決算 市の決算 



　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
住
民
基

本
台
帳
人
口
（
五
万
二
千
二
百
六
人
）
で
、
市

民
一
人
当
た
り
に
換
算
し
て
み
ま
す
。 

　
歳
入
の
う
ち
「
市
税
」
は
市
民
一
人
当
た
り

七
万
五
千
四
百
六
十
二
円
負
担
と
な
り
ま
し
た
。

内
訳
は
、
全
体
の
五
一
・
〇
％
を
占
め
る
「
固

定
資
産
税
」
が
ト
ッ
プ
で
三
万
八
千
四
百
七
十

六
円
、
以
下
「
市
民
税
」
の
三
万
四
十
四
円
（
三

九
・
八
％
）、「
市
た
ば
こ
税
」
の
四
千
六
百
六

十
円
　（
六
・
二
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
次
に
歳
出
を
み
て
み
ま
す
。
歳
出
（
目
的
別
）

で
市
民
一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お
金
は
、
総

額
で
四
十
五
万
六
千
十
一
円
と
な
り
ま
し
た
。

最
も
多
い
の
が
前
述
し
た
よ
う
に
「
民
生
費
」

で
九
万
三
千
百
二
十
九
円
、
次
い
で
「
土
木
費
」

の
七
万
五
千
百
九
十
円
、「
公
債
費
」
の
七
万

三
千
三
百
四
十
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
と
、
事

業
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
で
は
一
人
当
た
り
三

十
八
万
五
百
四
十
九
円
の
差
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
不
足
額
の
大
部
分
が
「
地
方
交
付
税
」
や
国

や
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

 

固
定
資
産
税
課
税
誤
り
に
係
る 

過
誤
納
金
返
還
に
つ
い
て
（
お
詫
び
と
ご
報
告
） 

　
こ
の
度
は
、
固
定
資
産
税
課
税
（
平
成
八
年

度
か
ら
平
成
十
七
年
度
分
）
誤
り
に
よ
り
、
多

大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
返
還
事
務
を
平
成
十
七
年
度
（
伊

集
院
地
域
）、
平
成
十
八
年
度
（
東
市
来
、
日

吉
、
吹
上
地
域
）
に
お
い
て
完
了
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
下
記
に
よ
り
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

　
今
後
、
さ
ら
に
納
税
者
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ

る
公
平
、
公
正
な
課
税
に
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
税
務
行
政
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
度
ま
で
文
部
科
学
省
の
委
託
事
業
で
実
施
し

て
き
た
幼
児
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
成
果
を
も

と
に
、
市
の
教
育
、
保
健
、
福
祉
の
部
署
を
統
括
し
、

市
と
し
て
の
新
組
織
を
編
成
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
次
世
代
の
子
ど
も
の
育
成
に
重
要
な
子

育
て
支
援
の
た
め
の
取
り
組
み
を
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
行
う
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
他
に
も
、
本
セ
ン
タ
ー
で
は
特
別
な
配
慮
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
に
関
わ
る
保
護
者
、
教
員
、
保

育
士
や
、
子
育
て
に
不
安
を
抱
え
る
保
護
者
等
へ
の

効
果
的
な
援
助
や
保
幼
小
連
携
の
推
進
に
関
す
る
研

究
実
践
も
し
て
い
ま
す
。 

 

主
な
活
動
内
容 

〈
相
談
活
動
〉 

　
最
近
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
が
絡
ん
で
子
育
て
に

悩
ん
だ
り
、
問
題
行
動
に
至
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
よ
う
な
複

雑
な
ケ
ー
ス
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
い
ろ
い

ろ
な
分
野
の
ス
タ
ッ
フ
が
連
携
し
て
相
談
活
動
に
あ

た
り
ま
す
。 

　カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
臨
床
心
理
士
） 

・
悩
み
を
か
か
え
て
い
る
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ 

　担
当
指
導
主
事
・
教
育
専
門
員
・
教
育
相
談
員 

・
生
徒
指
導
や
障
害
を
も
っ
た
子
ど
も
の
子
育
て
、

不
登
校
等
に
関
し
て
の
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
支
援 

　保
健
師 

・
発
育
・
健
康
に
関
し
て
の
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の

支
援 

　家
庭
相
談
員 

・
福
祉
に
関
し
て
の
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
支
援 

〈
講
演
会
〉 

　
夏
と
冬
の
年
二
回
各
地
域
を
対
象
に
子
育
て
に
関

す
る
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
は
、

教
育
関
係
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
保
健
や

福
祉
に
関
わ
る
講
演
も
計
画
し
て
い
き
ま
す
。 

〈
講
座
〉 

　
子
育
て
に
携
わ
る
方
の
資
質
の
向
上
を
目
指
し
て

年
間
四
回
程
度
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。 

〈
保
幼
小
連
携
の
推
進
〉 

　担
当
指
導
主
事
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

　
保
幼
小
連
携
の
教
育
の
推
進
を
行
う
た
め
に
、
必

要
に
応
じ
て
保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
・
学
校
等
を

訪
問
し
、
連
携
の
具
体
化
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
ま
す
。 

　
本
年
度
は
、
二
月
十
三
日
に
飯
牟
礼
小
学
校
で
研

究
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

〈
運
営
委
員
会
〉 

　
市
の
子
育
て
支
援
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
子
育
て
支
援
の
改
善
の
具
体
策
に
つ
い
て
検

討
・
提
言
し
ま
す
。 

〈
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
〉  

　
運
営
委
員
会
の
提
言
に
沿
っ
て
活
動
を
吟
味
し
、

具
体
的
な
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。 

　
※
　
具
体
的
な
活
動
の
様
子
は
、
次
号
（
広
報
ひ

お
き
一
月
号
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

市
民
一
人
当
た
り 

　
約
七
万
五
千
円
を
負
担 

市
民
一
人
に 

　
約
四
十
五
万
六
千
円
を
支
出 

伊集院地域 
東市来地域 
日 吉 地 域  
吹 上 地 域  
合 計  

162 
37 
66 
270 
535

27,341,900 
3,643,000 
3,972,900 
13,659,200 
48,617,000

5,469,700 
808,500 
870,400 
2,845,800 
9,994,400

件数 還付金（円） 還付加算金（円） 

固定資産税 

伊集院地域 
東市来地域 
日 吉 地 域  
吹 上 地 域  
合 計  

60 
18 
26 
98 
202

2,376,700 
457,900 
559,200 
1,636,100 
5,029,900

290,200 
69,300 
84,400 
147,700 
591,600

件数 還付金（円） 還付加算金（円） 

国民健康保険税 

　
教
育
委
員
会
、
健
康
保
険
課
、
福
祉
課
、

の
職
員
が
皆
さ
ん
の
相
談
を
一
緒
に
な
っ
て

考
え
ま
す
。 

　
育
児
、
子
ど
も
の
健
康
、
教
育
な
ど
に
関

す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

電
話 

（
直
通
）　二
七
三
‐
二
三
〇
九 

　
　
　
　二
七
三
‐
二
一
一
一
　（
内
線
）一
四
三
七 

開
所
時
間 

○
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
九
時
〜
午
後
四

時
（
祝
日
は
除
く
） 

相
談
対
象 

○
　
０
歳
か
ら
十
八
歳

ま
で
の
子
ど
も
、
ま

た
は
そ
の
保
護
者 

○
　
幼
稚
園
や
保
育
園

お
よ
び
学
校
の
先
生
、

子
ど
も
の
育
成
に
携

わ
っ
て
い
る
方
な
ど 

〈
中
央
公
民
館
２
Ｆ
〉 

〈施設内見取図　２階〉 

学
校
教
育
課 

教
育
総
務
課 

教育長室 

日置市子ども 
支援センター 
（事務局） 

日置市子ども 
支援センター 
（相談室） 

市民１人当たりの 
市税負担額 

総額　75,462円 

市民１人当たりの 
支出額（目的別） 
総額　456,011円 

固定資産税 

市民税 市たばこ税 

民生費 土木費 

38,476円 

4,660円 30,044円 

75,190円 93,129円 

公債費 教育費 

57,300円 73,340円 

衛生費 総務費 

47,765円 53,588円 

農林水産業費 消防費 

14,094円 27,570円 

軽自動車税 入湯税 

68円 2,214円 

特別会計決算 

62億6,789万9千円 

83億5,197万３千円 

３億2,737万５千円 

５億7,597万５千円 

4,497万４千円 

２億6,420万円 

7,121万９千円 

723万２千円 

1,151万２千円 

53万５千円 

1,733万３千円 

42億4,065万2千円 

60億3,881万円 

83億5,197万３千円 

３億1,867万８千円 

５億4,696万９千円 

4,362万２千円 

２億5,031万１千円 

6,453万５千円 

534万６千円 

874万９千円 

36万２千円 

1,708万９千円 

40億3,443万9千円 

２億2,908万９千円 

０円 

869万７千円 

2,900万６千円 

135万２千円 

1,388万９千円 

668万４千円 

188万６千円 

276万３千円 

17万３千円 

24万４千円 

2億621万3千円 

国民健康保険特別会計 

老人保健医療特別会計 

特別養護老人ホーム事業特別会計 

公共下水道事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

国民宿舎事業特別会計 

 

温泉給湯事業特別会計 

公衆浴場事業特別会計 

飲料水供給施設特別会計 

 

介護保険特別会計 

国民保養センター及び 
老人休養ホーム事業特別会計 

住宅新築資金等貸付事業 
特別会計 

区　　　　分 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額 

公営企業会計決算 

３億2,078万８千円 

７億6,533万７千円 

３億5,129万9千円 

７億3,097万４千円 

△3,051万1千円 

3,436万３千円 

国民健康保険病院事業会計 

水道事業会計 

区　　　　分 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額 

市の決算 市の決算 市の決算 

特別会計 

公営企業会計 

　
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
財
政
の
再
生
基
準
は
、

前
年
度
決
算
の
実
質
収
支
が
赤
字
の
場
合
で
、
市

の
標
準
財
政
規
模
に
対
し
て
二
〇
％
以
上
に
な
っ

た
場
合
で
す
。
本
市
の
標
準
財
政
規
模
は
約
百

三
十
三
億
円
で
、
そ
の
二
〇
％
の
二
十
六
億
円
以

上
の
赤
字
が
出
た
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。
現

状
で
は
赤
字
決
算
で
は
な
い
も
の
の
、
自
主
財
源

に
乏
し
い
本
市
は
、
地
方
交
付
税
の
動
向
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
外
的
要
因
に
左
右
さ
れ
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
と
、
地
方
債
の
残
高
が
多
い
こ
と
な
ど

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

※
標
準
財
政
規
模 

　
地
方
公
共
団
体
の
標
準
的
な
状
態
で
通
常
収
入
さ

れ
る
経
常
的
一
般
財
源
の
規
模
。 

※ 
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第
18
回
全
九
州
小
学
生
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
県
予
選 

伊
集
院
総
合
運
動
公
園 

受
け
継
が
れ
る
「
美
し
き
魂
」 

伊
集
院
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

Ｋ
Ｋ
Ｂ
陸
上
フ
ェ
ス
タ
で
見
事
入
賞 

伊
集
院
町
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
十
一
月
二
十
五
日
と
十
二
月
二
日

の
二
日
間
に
わ
た
り
、
第
十
八
回
全

九
州
小
学
生
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
県

予
選
が
伊
集
院
総
合
運
動
公
園
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
県
内
の

小
学
五
年
生
以
下
で
組
織
す
る
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
三
十
二
チ
ー
ム
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

 

優
　
勝
　
西
原
台
　（
鹿
屋
市
） 

準
優
勝
　
平
佐
西
　（
薩
摩
川
内
市
） 

　
十
月
二
十
七
日
に
県
立
鴨
池
陸
上

競
技
場
で
Ｋ
Ｋ
Ｂ
鹿
児
島
放
送
な
ど

が
主
催
す
る
Ｋ
Ｋ
Ｂ
小
学
生
陸
上
フ

ェ
ス
タ
２
０
０
７
が
行
わ
れ
、
伊
集

院
町
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
選
手

が
見
事
入
賞
。
十
一
月
十
五
日
、
入

賞
者
十
三
人
が
市
役
所
を
訪
問
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
大
会
に
は
毎
年
出
場
し
て
い

る
少
年
団
。
宮
路
市
長
は
「
来
年
は

さ
ら
な
る
記
録
更
新
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
） 

▼
６
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投 

　
　
７
位
　
仮
屋
　
　
泰
裕 

▼
６
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投 

　
　
３
位
　
小
平
　
美
紗 

▼
５
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投 

　
　
７
位
　
菖
蒲
谷
　
吉
亮 

▼
５
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投 

　
　
２
位
　
田
原
　
美
帆 

▼
６
年
女
子
走
幅
跳 

　
　
６
位
　
池
田
と
も
子 

▼
４
年
男
子
走
幅
跳 

　
　
７
位
　
下
島
　
奏 

　
　
８
位
　
佐
野
　
皓
亮 

▼
４
年
女
子
走
幅
跳 

　
　
６
位
　
内
野
　
千
絋 

▼
３
年
女
子
１
０
０
ｍ 

　
　
８
位
　
下
田
平
　
彩
七 

▼
１
・
２
年
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー 

　
　
３
位
　
東
福
　
美
夕 

　
　
　
　
　
下
島
　
　
和 

　
　
　
　
　
川
崎
　
史
佳 

　
　
　
　
　
赤
間
優
里
奈 

▼
１
年
女
子
１
０
０
ｍ 

　
　
１
位
　
赤
間
優
里
奈 

第2回 日置市小学校陸上記録会 

■種目別の日置市トップ3■ 

　10月23日、伊集院総合運動公園で第2回市小学校陸上記録会が行われました。 
　記録会には、市内19小学校の5・6年生1,011人が参加。児童らは日ごろの練習の成果を十分に発揮した
ほか、他小の児童とも交流を図っていました。 
　また、800m走５年男女の種目は、日置市小学校陸上記録会となってから初めて取り入れられました。 

５年男子 

５年女子 

６年男子 
 

６年女子 

 

６年男子
 

６年女子 

５年男子 

５年女子 

６年男子 

６年女子 

５年男子 

５年女子 

６年男子 

６年女子 

５年男子 

５年女子 

 
６年男子 

６年女子 

５年男子 

５年女子 

 
６年男子 

６年女子 

 

 

100m走 

 

 

 

60mハードル走 

 

 

 
800m走 

 

 

 
走り幅跳び 

 

 

 

走り高跳び 

 

 

 

 

400mリレー 

中尾　彰吾 （妙円寺）　 14秒７ 

一ノ宮ひまり （妙円寺） 　14秒８ 

入木　洸陽 （妙円寺）　 12秒９ 

森永　彩香 （吉利）　 14秒８ 

田代　千尋 （美山）　 14秒８ 

 
満田　智仁 （妙円寺） 　10秒６ 

日高　彩稀 （伊集院北）　 10秒７ 

井上　航平 （和田） 　※２分43秒２ 

下園　理恵 （伊作） 　２分54秒１ 

　田　皐輔 （伊作田） 　２分31秒６ 

木山　志栞 （湯田） 　◎２分35秒８ 

住吉　康大 （妙円寺） 　３m73cm 

奥薗　聖奈 （鶴丸） 　３m57cm 

入木　洸陽 （妙円寺） 　４m48cm 

坊野　春佳 （永吉）　 ３m72cm 

川添　雅寛 （妙円寺）　 １m18cm 

江口　京花 （妙円寺）　 １m16cm 

 
満田　智仁 （妙円寺） 　◎１m47cm 

江藤みなみ （伊作田） 　１m23cm 

  １分00秒４ 

  １分01秒４ 

 
  56秒８ 

  59秒９ 

冨ヶ原滉平 （伊集院） 14秒９ 

奥薗　聖奈 （鶴丸） 15秒３ 

切手　俊希 （湯田） 13秒５ 

 

 

山内　勇人 （伊集院） 10秒８ 

並松　尚輝 （伊集院） 10秒８ 

若元　　梓 （鶴丸） 11秒２ 

田之上龍道 （妙円寺） ２分44秒５ 

中田　紗依 （妙円寺） ２分57秒２ 

翁　玲央乃 （伊集院） ２分34秒５ 

上吹越有希 （妙円寺） ２分52秒９ 

岩本　祐輔 （伊集院） ３m68cm 

宮永　菜緒 （湯田） ３m50cm 

丸田　大登 （日置） ４m19cm 

池田とも子 （伊集院） ３m66cm 

山下　拳真 （伊集院北） １m15cm 

一ノ宮ひまり （妙円寺） １m13cm 

荒川　一輝 （妙円寺） １m31cm 

白石　信彰 （日置） １m31cm 

橘木　彩菜 （妙円寺） １m20cm 

  １分01秒６ 

  １分03秒４ 

  56秒９ 

  56秒９ 

  １分01秒５ 

岩本祐輔 （伊集院） 15秒３ 

松尾麻衣香 （伊集院） 15秒８ 

横田慎太郎 （湯田） 13秒７ 

 
立和名亜衣 （鶴丸） 15秒０ 

 

 

立和名亜衣 （鶴丸） 11秒５ 

柿内　亮介 （土橋） ２分48秒４ 

上薗　李華 （湯田） ２分57秒４ 

大迫　功実 （伊集院北） ２分34秒８ 

瀬戸　良奈 （妙円寺） ２分55秒８ 

高山　翔太 （妙円寺） ３m51cm 

今西奈々美 （土橋） ３m35cm 

木戸　脩平 （妙円寺） ４m00cm 

善福　千晴 （飯牟礼） ３m47cm 

竹原　佑希 （美山） １m15cm 

藏園美夕妃 （鶴丸） １m10cm 

 

 

山　　千聡 （妙円寺） １m20cm 

  １分02秒１ 

  １分04秒５ 

 

 

  １分02秒４ 

種　　　目 1　位 2　位 3　位 

伊　　作　　小 

伊　集　院　小 

 

 

吉　　利　　小 

妙　円　寺　小 

鶴　　丸　　小 

妙　円　寺　小 

伊　集　院　小 

伊　集　院　小 

伊　集　院　小 

妙　円　寺　小 

 
湯　　田　　小 

鶴　　丸　　小 

（※＝新種目のため、大会記録　◎＝新記録） 

う
る
わ 

　
平
成
十
六
、
十
七
年
度
全
国
大
会

出
場
を
果
た
し
、
現
在
で
も
各
種
大

会
で
活
躍
す
る
伊
集
院
中
学
校
男
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
。
現
在
、
部
員
十

人
で
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

　
同
部
が
試
合
で
掲
げ
る

横
断
幕
に
は
「
美
し
き
魂
」

の
文
字
。
伊
集
院
中
学
校

の
校
訓
で
も
あ
る
こ
の
言

葉
は
、
郷
土
の
先
人
　
有

馬
新
七
の
教
え
「
い
つ
も

春
山
に
今
を
盛
り
美
し
く

咲
き
た
る
桜
の
、
朝
日
に

照
り
輝
く
が
ご
と
き
〝
美
し
き
魂
〞

に
な
る
こ
と
こ
そ
、
誠
の
学
問
に
ほ

か
な
ら
ぬ
」
を
も
と
に
、
技
術
面
だ

け
で
な
く
精
神
面
を
養
う
た
め
、
同

部
の
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
受
け
継
が
れ
る
先
人
の
教
え
。「
美

し
き
魂
」
を
目
指
す
同
部
の
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 



「
は
か
り
」の
健
康
診
断 

鹿
児
島
県
計
量
協
会 

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た 

日
吉
町
観
光
特
産
品
協
会 

日
吉
地
域
産
業
祭 

日
置
市
商
工
会
・
さ
つ
ま
日
置
農
協
・
日
吉
町
観
光
特
産
品
協
会 

吹
上
の
地
で
一
層
の
歴
史
を 

県
立
農
大
三
十
周
年
記
念
式
典 

　
十
一
月
二
十
六
日
、
日
吉
中
央
公

民
館
で
、
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
検
査
に
訪
れ
た
「
は
か
り
」
を
検

査
員
が
す
ぐ
に
分
解
を
し
て
、
掃
除

を
し
た
り
「
は
か
り
」
の
性
能
や
器

差
の
調
整
を
し
て
、
合
格
し
た
ら
【
定

期
検
査
済
証
印
】
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

付
け
て
い
き
ま
し
た
。 

　
日
ご
ろ
、
商
品
を
量
る
だ
け
の
「
は

か
り
」
は
、
お
手
入
れ
も
ま
ま
な
ら

ず
の
よ
う
で
す
。 

※
検
定
証
印
が
な
い
事
業
用
の
「
は

か
り
」
を
使
用
す
る
と
罰
則
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。
　 

　
十
一
月
二
十
五
日
、
東
市
来
地
域

の
高
山
地
区
で
第
六
回
高
山
ふ
る
さ

と
秋
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
そ

し
て
農
林
業
の
不
振
に
悩
む
地
区
が

活
性
化
を
図
る
た
め
に
企
画
し
た
、

都
市
と
農
村
と
が
触
れ
合
う
こ
と
の

で
き
る
体
験
型
の
祭
り
で
す
。 

　
郷
戸
（
ご
と
）
で
は
八
房
（
や
ふ

さ
）
川
の
清
流
を
利
用
し
た
マ
ス
釣

り
大
会
、
尾
木
場
で
は
棚
田
を
泳
ぐ

め
だ
か
の
鑑
賞
や
景
品
つ
き
も
ち
ま

き
（
田
の
神
祭
り
）、
桑
木
野
（
く

わ
き
の
）
で
は
岩
屋
観
音
の
散
策
や

竹
炭
づ
く
り
体
験
、
野
下
（
の
し
た
）

で
は
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
を
使
っ
た
か
ず
ら

工
芸
な
ど
、
各
自
治
会
が
趣
向
を
凝

ら
し
た
様
々
な
催
し
を
実
施
。 

　
メ
イ
ン
会
場
の
高
山
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
で
は
新
米
や
野
菜
な
ど
の
特

産
品
販
売
、
地
元
婦
人
会
の
フ
ラ
ダ

ン
ス
や
寿
竜
会
（
じ
り
ゅ
う
か
い
）

の
演
舞
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や

お
楽
し
み
抽
選
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
来
訪
者
は
都
市
の
生
活
で
は
得
る

こ
と
の
で
き
な
い
自
然
と
の
出
会
い
、

安
ら
ぎ
と
感
動
を
得
、
満
足
げ
な
様

子
で
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。 

　
地
区
が
一
体
と
な
り
取
り
組
ん
だ

祭
り
は
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。 

　
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校
の
創
立

三
十
周
年
記
念
式
典
が
十
一
月
十
七

日
、
同
大
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
式
典
は
吹
上
青
松
太
鼓
で
力
強
く

開
幕
。
記
念
講
演
で
は
宮
原
隆
和
さ

ん
が
「
も
の
づ
く
り
と
農
業
」「
農

と
工
の
連
携
」「
農
業
か
ら
脳
業
へ
」

と
、
時
代
に
即
応
し
た
発
想
の
転
換

を
強
調
し
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
知
事
ら
が
「
さ
ら
に
こ

の
地
で
新
た
な
歴
史
を
」
と
祝
辞
を

述
べ
、
農
業
研
修
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
県
立
農
大
は
昭
和
五
十
三
年
発
足
、

平
成
十
五
年
四
月
に
吹
上
町
和
田
に

移
転
開
校
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
二
、
九
〇
〇
人
余
が
卒

業
し
、
農
業
の
中
核
的
担
い
手
や
指

導
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
農

業
が
基
幹
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
日

置
市
に
と
っ
て
、
農
大
と
の
連
携
は

不
可
欠
で
す
。 

　
十
一
月
十
日
、
十
一
日
の
両
日
、

鹿
児
島
市
の
ド
ル
フ
ィ
ン
ポ
ー
ト
南

隣
り
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
、
む
ら
お

こ
し
特
産
品
「
み
な
と
ゆ
め
市
場
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　 

　
鹿
児
島
県
農
林
水
産
課
と
県
商
工

会
連
合
会
が
主
催
す
る
こ
の
催
し
に

は
、
日
吉
町
か
ら
今
年
で
十
回
目
の

参
加
。
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
、
た
け

の
こ
グ
ル
ー
プ
、
農
業
き
ば
ろ
う
会
、

日
置
瓦
、
小
正
醸
造
㈱
が
出
店
し
ま

し
た
。 

　
秋
晴
れ
の
中
、
県
内
各
地
の
海
産

物
や
農
産
物
が
販
売
さ
れ
、
海
産
物

コ
ー
ナ
ー
で
は
魚
の
調
理
法
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
日
吉
の
「
お
こ
わ
・

ふ
く
れ
菓
子
・
し
ん
こ
団
子
」
は
、

次
か
ら
次
に
買
い
求
め
ら
れ
、
大
好

評
の
う
ち
に
完
売
し
ま
し
た
。 

　
十
一
月
四
日
、
日
吉
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
第

十
九
回
日
吉
地
域
産
業
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
う
ど
ん
・
綿
あ
め
・
苗
物
・
野
菜

な
ど
十
五
団
体
の
出
店
が
あ
り
、
杵

で
も
ち
を
つ
い
た
り
野
菜
の
セ
リ
市

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
特
に
人
気
が
あ
っ
た
の
は
、
お
楽

し
み
抽
選
会
で
、
行
列
が
で
き
る
ほ

ど
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

高山ふるさと秋まつり 

▲もちつき 

▲もちまき（田の神祭り：尾木場） 

▲かずら工芸（野下） ▲竹炭づくり体験（桑木野） ▲ステージショー（高山地区交流センター） 
 

▲マス釣り大会（郷戸） 

体験型祭りで 
地域の活性化 



し
ん
こ
団
子
発
祥
の
地
　
深
固
院
祭
り 

テ
レ
ビ
取
材 小

松
帯
刀
会 

扇
尾
地
区
深
固
院 

第
二
十
二
回
美
山
窯
元
ま
つ
り 

韓
国
南
原
市
立
国
楽
団
公
演 

疾
走
の
馬
上
か
ら
射
抜
く
的 

伊
作
流
鏑
馬
奉
納 

　
十
一
月
十
八
日
、
扇
尾
地
区
（
日

吉
）
の
深
固
院
広
場
で
第
十
五
回
深

固
院
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
深
固
院
祭
り
は
手
作
り
舞
台
で
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
各

種
団
体
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

扇
尾
小
学
校
全
校
児
童
に
よ
る
オ
ペ

レ
ッ
タ
や
舞
踊
、
中
学
生
三
人
に
よ

る
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
。
そ
し
て
、
か

わ
い
い
扇
尾
保
育
園
児
の
太
鼓
に
拍

手
喝
采
で
し
た
。 

　
お
楽
し
み
抽
選
会
や
お
な
じ
み
の

し
ん
こ
団
子
販
売
に
列
が
で
き
北
風

の
吹
く
中
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。 

　
伊
作
流
鏑
馬
（
県
指
定
文
化
財
）

が
十
一
月
二
十
三
日
、
吹
上
町
東
宮

内
の
大
汝
牟
遅
神
社
で
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。
流
鏑
馬
は
一
五
三
八
年
、
島

津
忠
良
公
の
加
世
田
城
攻
め
の
戦
勝

祈
願
に
由
来
し
、
以
来
、
継
承
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。 

　
お
よ
そ
二
〇
〇
㍍
の
馬
場
に
平
木

で
組
ま
れ
た
的
が
三
カ
所
置
か
れ
、

二
人
の
騎
手
が
交
互
に
三
回
走
り
ま

す
。
射
手
は
今
年
も
高
田
敏
文
さ
ん

（
小
野
自
治
会
）
と
益
満
太
さ
ん
（
浜

田
中
自
治
会
）。
早
朝
の
吹
上
浜
で

身
を
清
め
、
奉
納
に
臨
み
ま
し
た
。 

　
ひ
づ
め
の
音
を
響
か
せ
、
疾
走
す

る
馬
上
か
ら
的
へ
。
見
事
射
抜
く
と

参
道
を
う
め
た
観
衆
か
ら
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
神
社
境
内
な
ど
で
流
鏑
馬

行
事
体
育
大
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
市
関
係
の
上
位
は
次
の
と
お
り
で

す
（
敬
称
略
、
一
位
の
み
）。 

□
剣
道
【
団
体
】
◇
小
学
校
低
学
年
・

剣
心
館
Ａ
◇
小
学
校
高
学
年
・
剣
心

館
Ａ
◇
中
学
校
・
日
吉
中
Ａ
【
個
人
】

◇
小
学
三
年
以
下
・
福
永
ら
ら
◇
小

学
四
年
・
東
幸
太
朗
◇
小
学
五
年
・

日
高
賢
◇
小
学
六
年
・
瀬
平
太
久 

□
柔
道
【
団
体
】
◇
中
学
女
子
・
東

市
来
、
羽
島
中
【
個
人
】
◇
小
学
四

年
・
湯
之
上
蓮
◇
中
学
二
男
子
・
枝

元
僚
佑
◇
中
学
女
子
・
畠
中
真
幸 

□
銃
剣
道
【
個
人
】
39
歳
以
下
・
久

保
園
浩
幸 

友
好
の
松
明
、宮
崎
へ
飛
び
灯 

佐
土
原
「
山
神
・
炎
の
祭
典
」 

　
島
津
豊
久
公
の
縁
で
交
流
を
深
め

て
い
る
宮
崎
市
佐
土
原
地
域
で
十
一

月
四
日
、
第
一
回
「
山
神
・
炎
の
祭

典
」
が
開
か
れ
、
五
千
本
の
灯
火
が

つ
く
る
幻
想
風
景
を
三
千
人
が
堪
能

し
ま
し
た
。 

　「
山
神
の
響
炎
」
に
よ
る
永
吉
地

区
の
地
域
づ
く
り
に
刺
激
を
受
け
た

佐
土
原
地
域
の
「
明
る
い
郷
土
を
つ

く
る
会
」
が
企
画
。
永
吉
地
区
に
何

度
も
足
を
運
び
、
組
織
や
松
明
の
作

り
方
、
関
係
機
関
と
の
調
整
な
ど
を

学
び
実
現
し
た
も
の
。 

　
祭
り
に
招
か
れ
た
山
神
の
響
炎
実

行
委
員
会
の
久
木
　
委
員
長
は
「
短

期
間
の
準
備
で
こ
れ
ほ
ど
の
祭
り
が

で
き
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
先
輩

と
し
て
負
け
ら
れ
な
い
」
と
、
次
回

へ
向
け
触
発
さ
れ
た
様
子
。 

　
永
吉
島
津
家
の
慰
霊
の
炎
は
、
友

好
の
灯
と
な
っ
て
、
佐
土
原
で
も
と

も
さ
れ
、
大
き
く
燃
え
て
い
き
ま
す
。 

さ
ら
に
充
実
の
憩
の
場
へ 

伊
作
え
び
す
家
二
周
年 

　
空
き
店
舗
を
利
用
し
た
商
店
街
活

性
化
対
策
と
し
て
平
成
十
七
年
十
月
、

開
所
し
た
「
伊
作
え
び
す
家
」
の
二

周
年
イ
ベ
ン
ト
が
十
一
月
四
日
、
あ

り
ま
し
た
。 

　
先
着
百
人
へ
の
花
苗
配
布
や
生
鮮

食
品
販
売
で
、
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に

長
蛇
の
列
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も

軒
を
連
ね
、
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
匠
の
技
大
集
合
と
銘
打
っ
た
コ
ー

ナ
ー
に
は
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
石
畳
編

み
や
傘
修
理
、
組
ひ
も
巧
芸
、
大
道

芸
な
ど
、
日
ご
ろ
お
目
に
か
か
れ
な

い
商
店
街
の
隠
れ
た
才
能
が
人
気
を

集
め
て
い
ま
し
た
。 

　
伊
作
え
び
す
家
は
輸
入
雑
貨
や
飲

食
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
多
彩
な
顔
ぶ

れ
が
並
び
、
平
成
十
八
年
に
は
「
ま

ち
の
駅
」
と
な
り
、
憩
の
場
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
情
報
発
信
機
能
も
充

実
し
て
い
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
吹
上
観
光
ガ
イ
ド

（http://fukiage-guide.com

）
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
十
一
月
二
日
〜
四
日
、
薩
摩
焼
の

産
地
東
市
来
地
域
美
山
で
美
山
窯
元

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
十
一
月
三
日

に
は
美
山
特
設
ス
テ
ー
ジ
（
昼
間
）

と
東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
（
夜

間
）
で
、
韓
国
南
原
市
立
国
楽
団
の

伝
統
芸
能
の
公
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
期
間
中
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
ま
つ

り
に
は
約
八
万
人
が
訪
れ
、
通
り
に

は
陶
器
を
買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
、

イ
ベ
ン
ト
広
場
に
は
ろ
く
ろ
や
手
ひ

ね
り
、
絵
付
け
な
ど
が
体
験
で
き
る

薩
摩
焼
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
体
験
す
る

家
族
連
れ
な
ど
、
美
山
は
連
日
多
く

の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
韓
国
南
原
市
立
国
楽
団
は
、
平
成

十
年
に
行
わ
れ
た
「
薩
摩
焼
四
百
年

祭
」
を
契
機
に
、
隔
年
で
招
い
て
今

回
で
五
回
目
の
公
演
。
韓
国
伝
統
の

す
ば
ら
し
い
演
奏
や
美
し
い
衣
装
に

身
を
包
ん
だ
舞
踊
は
、
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。 

　「
は
い
、
い
き
ま
ー
す
」「
お
っ
け

い
で
ー
す
」。
Ｋ
Ｋ
Ｂ
か
ご
し
ま
放

送
局
か
ら
小
松
帯
刀
関
係
の
取
材
が

あ
り
ま
し
た
。 

　
場
所
は
、
日
吉
地
域
の
園
林
寺
跡
・

鬼
丸
神
社
・
お
仮
屋
跡
（
現
在
の
吉

利
小
学
校
）・
清
浄
寺
で
取
材
に
応

じ
ら
れ
た
の
は
小
松
帯
刀
会
の
鳩
野

さ
ん
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
の
会
話
に

小
松
家
の
思
い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

お
お
　な
　
む
　
ち 

た
い
ま
つ 

な
も
ん 



も
ち
つ
き
を
し
ま
し
た 

天
璋
院
篤
姫
と 

　
小
松
帯
刀
を
学
ぶ 

住
吉
小
学
校 

音
楽
は
楽
し
い
で
す
♪ 

日
吉
地
域
小
中
学
校
音
楽
発
表
会 

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
表
彰 

日
吉
中
学
校 

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
の
達
人
　
鶴
丸
小
で
授
業 

「
そ
の
道
の
達
人
」
授
業 

　
川
口
集
落
（
日
吉
）
の
川
畑
純
一

郎
さ
ん
が
、
今
年
六
月
に
住
吉
小
学

校
の
五
、
六
年
生
と
空
中
田
植
え
を

し
た
時
の
も
ち
米
を
収
穫
し
十
一
月

二
十
九
日
、
川
口
集
落
公
民
館
で
住

吉
小
学
校
五
、
六
年
生
十
四
人
を
招

い
て
も
ち
つ
き
を
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
蒸
し
た
も
ち
米
を
石
臼

に
入
れ
杵
で
一
人
ず
つ
つ
い
て
、
自

分
た
ち
で
丸
め
た
も
ち
を
ぜ
ん
ざ
い

に
入
れ
、
最
後
に
全
員
で
会
食
を
し

ま
し
た
。 

　
児
童
は
、
川
畑
さ
ん
他
六
人
の
方

と
の
交
流
を
通
し
て
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。 

　
十
一
月
十
七
日
、
日
吉
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、
日
置
校
区
文
化
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
講
師
は
、
か
ご
し
ま
探
検
の
会
の

東
川
隆
太
郎
さ
ん
で
、
篤
姫
と
小
松

帯
刀
の
関
係
や
人
柄
な
ど
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
な
が
ら
流
暢
に
話
さ
れ
、
当

時
を
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
た
有
意

義
な
講
演
と
な
り
ま
し
た
。 

　
各
界
で
活
躍
す
る
著
名
人
が
全
国

の
学
校
で
授
業
を
行
う
こ
と
で
、
子

ど
も
に
学
ぶ
こ
と
の
意
味
や
楽
し
さ

を
伝
え
、
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る

文
部
科
学
省
の
委
嘱
事
業
「
そ
の
道

の
達
人
」
授
業
。 

　
十
一
月
七
日
、
県
内
で
も
数
校
、

市
内
で
は
初
め
て
と
な
る
こ
の
授
業

が
鶴
丸
小
学
校
（
東
市
来
）
で
行
わ

れ
、
法
政
大
学
工
学
部
講
師
の
中
川

友
紀
子
先
生
が
五
年
生
三
十
六
人
を

対
象
に
授
業
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
の
分
野
で
活
躍
す

る
中
川
先
生
は
、
ま
ず
始
め
に
ロ
ボ

ッ
ト
が
動
く
仕
組
み
を
児
童
に
説
明
。

説
明
中
、
人
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
で
操
作
す
る
と
、
児
童

か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
児
童
ら
は
実
際
に
車
型
の

ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
そ
う
と
パ
ソ
コ
ン

か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
へ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
操

作
。
自
分
た
ち
で
操
作
し
て
動
か
す

ロ
ボ
ッ
ト
に
皆
目
を
輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。 

　
授
業
を
受
け
た
下
野
和
樹
く
ん
は

「
自
分
た
ち
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作
で

き
て
楽
し
い
。
正
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
ち
ゃ
ん
と
動
い
て
く
れ
た
時
が
う

れ
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

伊小、妙小児童 
エネルギーの 
大切さ学ぶ 

新エネルギー教室 

文化 
講演会 

　
十
一
月
二
十
一
日
、
伊
集
院
小
と

妙
円
寺
小
（
伊
集
院
）
で
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
室
が
行
わ
れ
、
午
前
の
部
に

伊
集
院
小
四
年
生
（
約
百
人
）、
午

後
の
部
に
妙
円
寺
小
四
・
五
年
生
（
約

百
八
十
人
）
を
対
象
に
授
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
教
室
は
、
次
世
代
を
担
う
小

学
生
を
対
象
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

や
地
球
温
暖
化
問
題
等
の
地
球
的
規

模
の
環
境
問
題
か
ら
導
き
出
さ
れ
る

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
に
つ
い
て

の
理
解
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
が
実
施
す
る
も
の
。 

　
当
日
は
、
若
手
漫
才
コ
ン
ビ
（
ダ

ム
ダ
ム
ダ
ン
）
を
講
師
に
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
の
勉
強
会
、
ビ
デ
オ

鑑
賞
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
児
童
が
各
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
模
型
風
車
を
使
っ
て
風
力
発

電
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
児
童
一
人
ひ
と
り
が
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
板
で
風
車
の
羽
を
作
成
し
風
車

に
取
り
付
け
、
う
ち
わ
で
扇
ぎ
回
転

す
る
風
車
が
発
電
す
る
実
験
を
体
験
。

児
童
ら
は
、
風
車
に
取
り
付
け
た
自

作
の
羽
を
う
ち
わ
で
一
生
懸
命
扇
ぎ
、

楽
し
み
な
が
ら
風
力
発
電
の
し
く
み

を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。 

　
十
一
月
二
十
二
日
、
日
吉
地
域
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
日
吉
地
域
小
中

学
校
音
楽
発
表
会
が
「
各
学
校
の
演

奏
を
鑑
賞
し
、
豊
か
な
情
操
を
養
う
」

目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
市
教
育
委
員
会
と
日
吉
地
域
小
中

学
校
音
楽
部
会
主
催
の
こ
の
発
表
会
。

日
吉
中
学
校
全
校
生
徒
の
合
唱
は
き

れ
い
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
会
場
内
に
響

い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
学
校
ご

と
に
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
生
か

し
な
が
ら
音
楽
を
奏
で
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。 

　
租
税
教
育
の
一
環
と
し
て
全
国
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
主
催
の
作
文
・

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
日
吉
中
学
校

の
六
人
が
作
文
の
部
と
標
語
の
部
で

入
賞
し
、
十
一
月
十
六
日
、
日
吉
中

学
校
で
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
日
ご
ろ
「
税
」
と
は
あ
ま
り
関
係

の
な
い
中
学
生
が
、「
税
」
を
理
解

し
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
作
文
が
表
彰

さ
れ
、
受
賞
し
た
生
徒
一
人
一
人
が

喜
び
を
か
み
し
め
、
税
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

妙　円　寺　小 

伊　集　院　小 



文
化
の
日
　
多
彩
な
演
技
で
観
客
を
魅
了
！ 

東
市
来
地
域
文
化
祭 

室
内
外
で
盛
り
上
が
る 

伊
集
院
地
域
文
化
祭 

芸
術
の
秋
を
満
喫
！ 日

吉
地
域
文
化
祭 

生
涯
学
習
の
成
果
一
堂
に 

吹
上
地
域
各
所
で
文
化
祭 

親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
の
世
界 子

育
て
講
演
会 

　
十
一
月
一
日
か
ら
四
日
ま
で
の
四
日
間
、
東
市
来
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
第
三
回
東
市
来
地
域
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
期
間
中
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
セ

ン
タ
ー
内
の
東
市
来
地
域
文
化
協
会
員
に
よ
る
文
芸
・
生

花
・
人
形
・
書
道
・
絵
画
・
手
工
芸
等
の
素
晴
ら
し
い
作

品
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。 

　
三
日
に
は
、
こ
け
け
ホ
ー
ル
に
て
日
本
舞
踊
・
詩
吟
・

マ
ジ
ッ
ク
・
太
鼓
・
居
合
道
な
ど
二
十
四
団
体
に
よ
る
芸

能
発
表
が
行
わ
れ
、
多
彩
な
演
技
に
観
客
よ
り
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。 

　
十
一
月
三
日
か
ら
二
日
間
、
日
吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
日
吉
地
域
文
化
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
展
示
で
は
、
俳
句
や
手
芸
な
ど
す
ば
ら
し
い
作
品
が
出

展
さ
れ
芸
能
発
表
で
は
、
太
鼓
や
舞
踊
・
合
唱
な
ど
披
露

さ
れ
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

　
十
一
月
三
日
、
伊
集
院
文
化
会
館
で
伊
集
院
地
域
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
中
央
公
民
館
と
文
化
会
館
ロ
ビ
ー
に
は
絵
画
や
書
道

な
ど
数
多
く
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
舞
踊

や
太
鼓
、
コ
ー
ラ
ス
や
ダ
ン
ス
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
々
が

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
午
前
中
に
は
市
中
央
公
民
館
前
広
場
で
か
し
こ

い
消
費
者
大
会
が
行
わ
れ
、
各
種
女
性
団
体
に
よ
る
青
空

市
場
や
提
供
品
販
売
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
、
芸
術
の
秋
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。 

　
十
一
月
二
十
四
日
、
市
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
子
育
て

講
演
会
」
が
市
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
、
東
京
都
在
住
の
絵
本
作
家
の
と

よ
た
　
か
ず
ひ
こ
さ
ん
が
「
親
子
で

楽
し
む
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」
と
題

し
て
講
演
。
会
場
に
は
約
五
十
組
百

二
十
人
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
と
よ
た
さ
ん
は
宮
城
県
出
身
で
二

人
の
娘
の
子
育
て
を
通
し
て
絵
本
創

作
を
始
め
た
作
家
。
講
演
会
で
は
、

実
際
に
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
を
挟
み
な
が
ら
、
子
育
て
に
奮
闘

し
て
い
た
体
験
談
や
子
ど
も
へ
の
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
方
な
ど
を
参
加
し

た
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
紹
介
。
子

ど
も
た
ち
も
読
み
聞
か
せ
が
始
ま
る

と
絵
本
や
紙
芝
居
に
夢
中
に
な
り
、

親
子
で
お
は
な
し
の
世
界
を
楽
し
ん

で
い
る
よ
う
で
し
た
。 

市
内
の
文
化
が
集
結
！ 

　
十
一
月
十
一
日
、
伊
集
院
文
化
会

館
で
市
芸
術
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
伊
集
院
文
化
会
館
ロ
ビ
ー
に
は
、

各
地
域
公
民
館
講
座
の
作
品
が
展
示

さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
舞
踊
や
コ

ー
ラ
ス
な
ど
、
日
ご
ろ
講
座
で
培
っ

て
き
た
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
当
日
は
上
土
橋
棒
踊
り
（
伊

集
院
）
も
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

学
び
の
場
を
参
観
　
地
域
の
教
育
を
知
る 

平
成
十
九
年
度
「
地
域
が
育
む『
か
ご
し
ま
の
教
育
』県
民
週
間
」 

　
鹿
児
島
県
で
は
、
平
成
十
五
年
度

よ
り
、「
地
域
が
育
む
『
か
ご
し
ま

の
教
育
』
県
民
週
間
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
の
よ
り
一
層
の
連
携
と
協

力
を
下
に
、
学
校
開
放
等
を
通
じ
て
、

学
校
や
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら

の
「
か
ご
し
ま
の
教
育
」
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で

す
。 

　
市
内
の
公
立
幼
稚
園
や
各
小
・
中

学
校
で
も
学
校
を
開
放
し
、
自
由
に

参
観
で
き
る
機
会
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
各
園
（
校
）
で
は
、
十

一
月
一
日
か
ら
七
日
の
前
後
三
週
間

程
度
の
期
間
に
、
自
由
参
観
や
学
習

発
表
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

作
物
の
収
穫
祭
や
高
齢
者
と
の
ふ
れ

あ
い
活
動
、
交
流
給
食
会
等
も
実
施

し
ま
し
た
。 

　
期
間
中
に
は
、
昨
年
度
の
八
千
百

三
十
一
人
を
上
回
る
八
千
五
百
六
人

の
方
に
来
園
（
校
）
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
全
体
の
人
口

の
約
一
六
・
二
％
に
あ
た
り
ま
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
の
様
子
や
教
育
活
動

に
つ
い
て
も
、
ご
意
見
・
ご
感
想
を

多
数
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
の
教
育
活
動
を
展
開
す
る
上
で
、

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

日置市 
芸術祭 

　
第
三
十
二
回
吹
上
地
域
文
化
祭
が

十
一
月
三
日
か
ら
二
日
間
、
吹
上
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
幅
広
い
年

齢
層
が
出
品
し
た
作
品
展
示
や
、
日

ご
ろ
た
し
な
ん
だ
芸
能
の
発
表
を
大

勢
が
堪
能
し
ま
し
た
。 

　
作
品
展
示
で
は
、
手
芸
や
絵
画
な

ど
各
種
講
座
で
の
成
果
が
所
狭
し
と

展
示
さ
れ
、
大
小
の
可
憐
な
菊
花
が

彩
り
を
添
え
ま
し
た
。
ま
た
、
吹
上

高
校
が
二
万
本
超
の
爪
楊
枝
で
作
成

し
た
モ
ザ
イ
ク
画
が
注
目
を
集
め
て

い
ま
し
た
。 

　
四
日
午
後
か
ら
は
ホ
ー
ル
で
芸
能

発
表
が
行
わ
れ
、
大
正
琴
や
日
舞
、

吹
奏
楽
な
ど
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

満
員
の
観
客
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
日
舞
で
は
吹
上
仲
年
団
が
青

年
団
時
の
踊
り
を
再
現
、
男
性
の
踊

り
に
沸
き
ま
し
た
。 

　
吹
上
で
は
地
域
文
化
祭
を
皮
切
り

に
地
区
公
民
館
単
位
で
も
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
十
一
月
中
は
十
一

日
に
野
首
、
十
八
日
に
花
田
、
藤
元
、

平
鹿
倉
、
和
田
、
永
吉
で
そ
れ
ぞ
れ

行
わ
れ
、
講
演
会
や
地
域
の
個
性
を

活
か
し
た
芸
能
や
文
化
が
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
和
田
地
区
で
は
講
演
後
、
講
師
自

ら
が
安
芸
節
を
踊
り
演
芸
が
開
幕
。

中
学
生
の
合
唱
や
ひ
ま
わ
り
お
や
じ

太
鼓
な
ど
、
各
世
代
が
そ
れ
ぞ
れ
の

文
化
を
発
表
し
ま
し
た 

◆
生
徒
さ
ん（
男
女
と
も
）か
ら
声
を
か

け
、あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。先

生
方
も
皆
さ
ん
感
じ
よ
く
応
対
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。授
業
で
は
、先
生
の

話
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、熱
意
を

感
じ
ま
し
た
。見
て
い
て
と
て
も
良
か
っ

た
で
す
。 

◆
普
段
の
学
校
を
見
た
い
と
思
い
、授

業
を
参
観
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
の
ク
ラ
ス
も
、一
生
懸
命
授
業
に
取
り

組
む
生
徒
・
先
生
の
姿
に
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。 

◆
子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
意
欲

的
に
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

先
生
方
が
指
導
法
の
工
夫
を
さ
れ
、子

ど
も
た
ち
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
努

力
し
て
い
る
姿
が
う
か
が
え
ま
し
た
。 

お
寄
せ
い
た
だ
い
た 

主
な
ご
意
見
・
ご
感
想 

▲算数の授業の様子 

▲迫力の和太鼓演奏 

▲木目込人形の展示コーナー 

▲吹奏楽部の青空演奏会が開かれました 

▲威勢よくオープニング 

▲各種芸能で盛り上がるステージ（三味線） 

▲多くの人でにぎわう「かしこい消費者大会」 

▲絵本劇も紹介された和田地区 ▲思わず見入る作品展示 

▲幼稚園のみんなで「大きなかぶ」を演じました 

▲親子で楽しく給食を食べました 



30
年
一
、三
〇
〇
組
を
祝
福 

吹
上
地
域
合
同
金
婚
式 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で 

　
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援 

伊
作
地
区
公
民
館
・
吹
上
青
松
太
鼓
保
存
振
興
会 

市
唯
一
の
出
張
所
廃
止
へ 

永
吉
出
張
所
廃
止
に
向
け
た
住
民
説
明
会 

　
第
三
十
回
吹
上
地
域
合
同
金
婚
式

が
十
一
月
十
六
日
、
吹
上
砂
丘
荘
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
対
象
者
は

昭
和
三
十
三
年
に
婚
姻
し
た
四
十
四

組
で
、
う
ち
三
十
六
組
が
出
席
し
ま

し
た
。 

　
式
で
は
、
市
長
夫
妻
を
媒
酌
人
に
、

金
婚
者
を
代
表
し
て
中
田
尻
自
治
会

の
田
宮
道
淳
さ
ん
夫
妻
が
金
婚
の
儀

式
に
臨
み
、
長
生
き
の
盃
を
受
け
ま

し
た
。 

　
そ
し
て
、
一
組
ず
つ
に
祝
詞
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
が
交
錯
す
る
緊
張
し
た
面
持
ち

で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
金
婚
者
を
代
表
し
て
黒
川
浩
さ
ん

（
坊
野
上
）
が
「
た
だ
た
だ
感
無
量
。

こ
れ
を
支
え
に
地
域
発
展
に
尽
く
し

た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
「
来
年
以
降
の
方
に
も
こ
の
感
激

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、

昭
和
五
十
三
年
か
ら
始
ま
り
、
三
十

回
一
、
三
〇
〇
組
を
祝
っ
て
き
た
合

同
金
婚
式
の
存
続
を
要
望
し
ま
し
た
。 

市
営
住
宅
か
ら
暴
力
団
員
を
排
除 

暴
力
団
員
に
よ
る
市
営
住
宅
等
の
使
用
制
限
に
関
す
る
協
定 

　
市
営
住
宅
か
ら
暴
力
団
員
を
排
除

す
る
た
め
、
入
居
予
定
者
が
暴
力
団

員
で
あ
る
か
に
つ
い
て
情
報
交
換
す

る
協
定
を
十
一
月
一
日
、
日
置
警
察

署
と
締
結
し
ま
し
た
。 

　
協
定
書
に
調
印
後
、
定
日
置
警
察

署
長
は
「
暴
力
追
放
は
市
民
の
切
実

な
願
い
。
警
察
と
し
て
も
最
大
限
の

努
力
を
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

　
今
後
、
市
で
は
入
居
予
定
者
に
不

審
な
点
が
あ
る
場
合
、
警
察
に
照
会
。

暴
力
団
員
と
判
明
し
た
場
合
は
入
居

を
認
め
ず
、
虚
偽
申
請
が
あ
っ
た
場

合
は
退
去
を
求
め
ま
す
。
警
察
は
警

戒
や
住
民
保
護
な
ど
必
要
な
支
援
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

青
パ
ト
「
宝
く
じ
号
」
出
発
！ 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
出
発
式 

　
　
日
本
宝
く
じ
協
会
の
助
成
に
よ

る
青
色
回
転
灯
つ
き
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
車
「
宝
く
じ
号
」
が
市
に
四
台
配

備
さ
れ
、
十
一
月
二
十
六
日
、
市
役

所
前
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
出
発

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
出
発
式
で
は
、
宮
路
市
長
、
日
置

警
察
署
長
が
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
者
に
実
施
者

証
と
腕
章
が
交
付
さ
れ
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
が
出
発
し
ま
し
た
。 

　
今
回
配
備
さ
れ
た
四
台
を
含
め
、

市
内
に
は
十
六
台
の
青
パ
ト
が
あ
り

ま
す
。
各
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
が
登
下
校
時
間
の
通
学
路
を
中

心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。 

　
永
吉
支
所
は
昭
和
三
十
年
、
吹
上

町
の
誕
生
と
同
時
に
開
設
さ
れ
、
平

成
十
七
年
、
日
置
市
発
足
と
と
も
に

永
吉
出
張
所
と
な
り
ま
し
た
。 

　
合
併
協
議
に
よ
り
今
年
度
末
で
廃

止
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
事
務

の
今
後
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
住

民
説
明
会
が
十
一
月
十
一
日
、
永
吉
、

坊
野
両
地
区
公
民
館
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
永
吉
出
張
所
は
、
戸
籍
、
税
、
福

祉
な
ど
総
合
的
な
窓
口
と
し
て
、
両

地
区
民
が
利
用
。
説
明
会
で
は
、
今

後
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
心
配
す
る
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
住
民
票
な
ど
の
基
本
的
な
窓
口
サ

ー
ビ
ス
は
、
永
吉
郵
便
局
で
行
う
方

向
で
協
議
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の
説

明
に
、
出
席
者
は
う
な
ず
い
て
い
ま

し
た
。 

災
害
時
に
お
け
る
飲
料
水
供
給
に
関
す
る
協
定
を
締
結 

南
九
州
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
販
売
㈱ 

　
十
一
月
十
二
日
、
南
九
州
ペ
プ
シ

コ
ー
ラ
販
売
㈱
（
田
中
等
社
長
）
と

災
害
時
に
お
け
る
飲
料
水
供
給
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
同
社
は
災
害

緊
急
時
対
応
型
自
動
販
売
機
を
市
内

公
共
施
設
五
カ
所
に
設
置
。
災
害
発

生
時
に
水
道
や
電
気
等
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
絶
た
れ
た
時
に
は
、
自
動
販

売
機
内
の
飲
料
水
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
中
央
公
民
館
、
伊
集
院
総

合
体
育
館
、
吹
上
中
央
公
民
館
内
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
除
細
動
器
）
を

設
置
。
万
一
の
事
故
等
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

地
域
で
普
通
に
自
分
ら
し
く 

吹
上
高
で
人
権
同
和
講
演
会 

　「
重
度
障
害
者
と
し
て
一
人
暮
ら

し
を
通
し
て
思
う
こ
と
」
と
題
し
た

講
演
会
が
十
一
月
二
十
一
日
、
吹
上

高
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
東
さ
ん
は
吹
上
町
小
野
出
身
。
養

護
学
校
を
卒
業
後
、
現
在
、
障
害
者

の
自
立
支
援
団
体
で
相
談
員
を
し
な

が
ら
伊
集
院
町
で
一
人
暮
ら
し
を
し

て
い
ま
す
。 

　
学
校
か
ら
の
依
頼
に
「
障
害
や
病

気
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
」

と
講
演
を
快
諾
。
進
行
性
筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
ヘ

ル
パ
ー
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
自
立

生
活
す
る
様
子
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
紹
介
し
ま
し
た
。 

　「
小
学
校
六
年
で
車
椅
子
生
活
と

な
り
、
友
達
と
会
う
こ
と
が
い
や
だ

っ
た
」
と
思
い
出
を
語
り
、「
障
害

者
は
健
常
者
と
違
う
よ
う
に
言
わ
れ

る
が
、
明
る
く
元
気
に
過
ご
す
普
通

の
人
間
」
と
生
徒
に
訴
え
ま
し
た
。 

　
最
後
は
、
趣
味
の
ギ
タ
ー
も
披
露
。

生
徒
は
、
懸
命
に
弦
を
押
さ
え
、
絞

り
出
す
よ
う
な
声
で
歌
う
「
栄
光
の

架
け
橋
」
を
、
一
緒
に
涙
ぐ
み
な
が

ら
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。 

市
に
公
衆
街
路
灯
五
灯
を
贈
呈 

九
州
電
力
㈱
鹿
児
島
営
業
所 

　
十
月
二
十
二
日
、
九
州
電
力
㈱
鹿

児
島
営
業
所
か
ら
公
衆
街
路
灯
五
灯

が
贈
呈
さ
れ
、
加
藤
孝
典
所
長
か
ら

宮
路
市
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
同
社
が
毎
年
開
催
し
て

い
る
「
お
客
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
で

贈
呈
さ
れ
た
も
の
。
同
社
は
期
間
中
、

地
域
の
清
掃
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
、
お
客
さ
ま
に
役
立
つ
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
宝
く
じ
の
事
業
収
入
を
利
用
し
た

「
平
成
十
九
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
で
伊
作
地
区
公
民
館
と
吹

上
青
松
太
鼓
保
存
振
興
会
が
、
地
域

づ
く
り
活
動
の
備
品
な
ど
を
整
備
し

ま
し
た
。 

　
伊
作
地
区
公
民
館
は
、
同
地
区
中

之
里
地
域
で
復
活
継
承
さ
れ
て
い
る

妙
見
神
社
相
撲
大
会
の
土
俵
や
収
納

庫
、
テ
ン
ト
な
ど
を
整
備
。 

　
和
太
鼓
を
通
し
た
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
吹
上
青
松
太
鼓
は
、

桶
胴
太
鼓
や
締
太
鼓
、
腰
鼓
な
ど
を

購
入
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
宝
く
じ
の
助
成
金
は

還
元
さ
れ
、
地
域
づ
く
り
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。 

代
表
者
に
よ
る
三
々
九
度
の
儀 

▲
 

伊作地区公民館 
（妙見神社相撲大会） 

吹上青松太鼓備品 



　平成17年度に生活習慣病予防を目的として開催された「きばいもんそ運動教室」に参加された方々が、「教室終
了後も続けたい」と継続して行っている教室です。現在は「楽しく元気に、一日でも長く健康で生活する」ことを
目的に15人で活動しています。年度始めに１年間の計画をみんなで決めて、忘年会や新年会などたまには息抜きも
しながら楽しく活動しています。 

＜健康運動指導士による筋力アップ運動の様子＞ 

次は私の番だわ。 
ドキドキするけど楽しい♪ 

　教室での主な活動としては、まず自分で血圧・体重・体脂肪測定を行うことから始まります。月に２回（毎月第
２・４金曜日）の測定でも多少の変動があるようで、教室の皆さんは、出た数字を喜んだり、「また頑張ろう」と
意気込んでおられます。測定後は、その日の内容に応じてストレッチやレクリエーション、グラウンドゴルフ、ウ
ォーキング、水泳等を行っています。時には、健康運動指導士等専門の先生に教えてもらったり、吹上以外の地に
も出向き活動をすることで気分転換も図っています。運動をしようと思っていても、一人ではなかなか続けること
ができないという方でも、皆で楽しく様々な活動をすることで続けることができているようです。 
　この教室は毎回笑いが耐えません。
運動をして体を鍛えることだけでは
なく、皆で集まって話をしたり大笑
いしながら活動することでストレス
解消にもなり、心の健康にもつなが
っているのかもしれません。 

参加者の声（参加しての感想） 
・声を出したり、走り回ったり、お腹の底から笑いました。 
・筋トレ、ストレッチ等で体が良く伸びて気持ちよかった。 
・大笑いしてストレスも解消できた。 
・初めて行う体操や運動で頭がすっきりしました。 

※毎月第２・４金曜日に吹上保健センターで活動しています。どなたでも大歓迎
ですので、興味がある方は是非ご参加ください。 
【お問い合わせ先】　吹上保健センター　296－2111（内線4136） 

鶏のチーズ焼きあんかけ 【材料4人分】 【作り方】 
鶏むね肉……………300g 
塩……………………１つまみ 
ねぎ…………………１本 
酒……………………大さじ１ 
しし唐………………12本 
サラダ油……………適量 
スライスチーズ……４枚 
だし汁………………120cc 
醤油…………………大さじ１/２ 
みりん………………小さじ１ 
片栗粉………………小さじ１ 
水……………………大さじ１ 

①鶏肉は厚さを揃えて食べやすい大きさに
切り、塩と酒をふる。 

②ねぎは４cmの長さに切る。 
③フライパンにサラダ油を熱し、①の鶏肉
を入れて両面を焼く。空いた場所に②の
野菜を入れて色よく焼き取り出す。 

④肉が焼けたら火を止め、スライスチーズ
をのせてフタをする。 

⑤小鍋にAを合わせて煮立てて、とろみを
つける。 

⑥④のチーズが溶けたら器に盛る。③のね
ぎとしし唐を添え⑤のあんをかける。 
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み
な
さ
ま
、
電
子
証
明
書
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

電

子
証
明
書
は
、
住
民
が
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
国
や
地
方
の
行
政
機
関
が
行
う
電
子
申
請
・

届
出
等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
利
用
す
る

も
の
で
、
個
人
向
け
の
電
子
証
明
書
は
、
地
方
公
共

団
体
に
よ
る
「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」
に
て
発

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
電
子
証
明
書
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
九
年
度
税
制
改
正
で
、
取
得
促
進
を
目
的

と
し
て
、
電
子
証
明
書
を
有
す
る
個
人
の
電
子
申
告

に
係
る
所
得
税
額
の
特
別
控
除
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。 

　
こ
れ
は
、ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
）
を
利
用
し
て
平
成
十
九
年
分
ま
た
は
二
十

年
分
（
い
ず
れ
か
一
回
）
の
所
得
税
の
確
定
申
告
書

を
申
告
期
限
（
平
成
十
九
年
分
は
平
成
二
十
年
三

月
十
七
日
、
平
成
二
十
年
分
は
平
成
二
十
一
年
三
月

十
六
日
）
ま
で
に
提
出
す
る
際
に
、
併
せ
て
本
人
の

電
子
署
名
と
電
子
証
明
書
と
を
送
信
し
た
場
合
に
は
、

所
得
税
額
か
ら
５
‘０
０
０
円
（
そ
の
年
分
の
所
得
税

額
を
限
度
）
を
控
除
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

　
こ
の
機
会
に
電
子
証
明
書
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ

イ
タ
を
取
得
し
て
、
ご
利
用
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
？ 

○
電
子
証
明
書
の
取
得 

　
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
の
窓
口
で
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
を
入
手
し
、
申
請
書
等

を
提
出
し
て
取
得
で
き
ま
す
。（
発
行
手
数
料
と
し

て
、
住
基
カ
ー
ド
に
５
０
０
円
、
電
子
証
明
書
に 

５
０
０
円
が
必
要
）
な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

と
電
子
証
明
書
の
取
得
に
は
、
顔
写
真
付
の
公
的
証

明
書
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
と
印
鑑
が
必
要

で
す
。
代
理
人
が
申
請
し
た
場
合
、
申
請
当
日
の
取

得
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

■
住
基
カ
ー
ド
、
電
子
証
明
書
の
取
得
方
法
に
つ
い
て

は
、
市
民
生
活
課
市
民
係
（
内
線
一
一
四
五
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

電
子
証
明
書
の
取
得
は
お
早
め
に
！ 

  

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

塩
屋
　
快
周
　
　
雄
一
　
　
郡
下 

　
重
　
　
蓮
　
　
光
彦
　
　
麦
生
田
下 

吉
永
　
弥
樹
　
　
尚
弘
　
　
中
川 

堀
内
結
芽
乃
　
　
忠
司
　
　
朝
日
ヶ
丘 

渕
脇
　
玄
惺
　
　
寛
嗣
　
　
郡
下 

久
永
　
花
音
　
　
哲
平
　
　
妙
円
寺
六
区 

川
内
　
　
優
　
　
辰
一
郎
　
徳
重
東 

佐
保
井
さ
く
ら
　
宏
始
　
　
向
江
町 

森
　
眞
奈
斗
　
　
直
人
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
・
三
区 

有
島
　
求
紀
　
　
浩
　
　
　
中
神
殿 

鉾
立
　
拓
麿
　
　
和
志
　
　
徳
重
東 

大
内
山
　
祭
　
　
渡
　
　
　
郡
下 

上
石
坂
百
梨
　
　
幸
四
郎
　
麓
東 

岩
本
美
奈
子
　
　
貴
英
　
　
上
之
馬
場 

迫
　
　
大
広
　
　
秀
敏
　
　
天
神
馬
場 

本
村
美
梨
愛
　
　
光
　
　
　
徳
重
東 

宮
内
　
萌
音
　
　
正
義
　
　
銀
天
通 

柞
木
　
優
花
　
　
　
進
　
　
郡
下 

中
村
　
芽
依
　
　
裕
樹
　
　
妙
円
寺
八
区 

鮫
島
　
愛
結
　
　
誠
　
　
　
妙
円
寺
五
区 

馬
籠
　
　
優
　
　
勝
裕
　
　
郡
下 

前
田
　
美
優
　
　
正
裕
　
　
宮
脇 

前
田
　
稟
愛
　
　
正
裕
　
　
宮
脇 

東
窪
　
直
哉
　
　
浩
司
　
　
妙
円
寺
三
区 

有
島
　
愛
珠
　
　
春
己
　
　
瀬
戸
内 

植
　
　
鉄
耀
　
　
公
麿
　
　
清
藤 

岩
崎
　
桜
智
　
　
智
広
　
　
猪
鹿
倉 

野
村
　
和
花
　
　
豊
　
　
　
郡
下 

川
村
　
侑
大
　
　
宣
裕
　
　
朝
日
ヶ
丘 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

冨
永
　
苺
央
　
　
猛
　
　
城
之
町 

安
達
　
夢
七
　
　
辰
明
　
　
古
市 

弓
指
　
綾
香
　
　
大
輔
　
　
田
之
湯 

國
生
　
莉
央
　
　
知
則
　
　
麓
下 

川
畑
　
結
愛
　
　
卓
也
　
　
皆
田
西 

山
口
　
茉
子
　
　
隆
史
　
　
田
之
湯 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

阿
多
詩
々
朗
　
　
崇
宏
　
　
熊
野 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

下
舞
　
莉
玖
　
　
大
輔
　
　
南
湯
之
元 

堂
園
　
琉
惺
　
　
浩
之
　
　
北
湯
之
元 

原
田
帆
乃
華
　
　
秀
実
　
　
永
野 
     

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

末
　
　
ノ
ブ
　
　
82
　
郡
下 

平
山
　
ミ
ヱ
　
　
101
　
清
藤 

仮
屋
　
辰
二
　
　
88
　
麓
東 

川
邊
ミ
ヨ
子
　
　
77
　
妙
円
寺
五
区 

内
田
　
光
一
　
　
73
　
妙
円
寺
五
区 

馬
塲
園
輝
雄
　
　
76
　
竹
之
山 

新
山
　
有
吉
　
　
88
　
下
土
橋 

川
畑
　
ナ
ミ
　
　
94
　
下
方
限 

野
崎
チ
エ
子
　
　
74
　
瀬
戸
内 

山
ノ
内
芳
枝
　
　
83
　
城
山 

佐
藤
　
春
野
　
　
99
　
銀
天
通 

水
口
　
正
浩
　
　
55
　
猪
鹿
倉 

長
野
　
勘
一
　
　
84
　
朝
日
ヶ
丘 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

中
尾
ア
ヤ
子
　
　
94
　
駅
前 

河
野
ス
ミ
ヨ
　
　
91
　
美
山
上 

立
和
名
文
夫
　
　
74
　
野
下 

町
田
　
君
正
　
　
86
　
高
塚
西 

立
和
名
義
春
　
　
76
　
野
下 

東
峯
な
み
子
　
　
81
　
下
養
母 

前
園
　
辰
夫
　
　
79
　
麓
上 

下
茂
ミ
ナ
子
　
　
95
　
江
口 

藤
川
　
時
子
　
　
81
　
古
市 

森
　
　
輝
美
　
　
67
　
坂
之
上
下 

宇
都
ト
キ
ヱ
　
　
80
　
牧
之
角 

北
山
　
　
巧
　
　
79
　
北
山 

下
茂
　
　
明
　
　
88
　
田
之
湯 

久
保
　
正
人
　
　
74
　
城
之
町 

二
石
　
益
子
　
　
71
　
古
市 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

山
　
マ
ツ
エ
　
　
86
　
諏
訪 

久
留
　
ト
ミ
　
　
94
　
青
松
園 

大
薗
　
チ
ヅ
　
　
87
　
日
置
麓 

奥
　
　
春
吉
　
　
85
　
二
潟 

鍋
谷
　
鉄
男
　
　
78
　
中
区 

松
下
ヨ
シ
ヱ
　
　
90
　
二
潟 

下
原
　
ヒ
デ
　
　
88
　
日
新 

杉
木
　
サ
チ
　
　
80
　
青
松
園 

山
下
　
ハ
ナ
　
　
85
　
青
松
園 

阿
多
　
敏
晴
　
　
57
　
熊
野 
 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

大
浦
坂
義
広
　
　
55
　
小
牧 

田
口
　
重
夫
　
　
74
　
中
和
田 

紀
川
　
利
美
　
　
65
　
北
湯
之
元 

池
畑
　
浅
吉
　
　
80
　
東
本
町 

安
藤
　
敏
栄
　
　
88
　
西
原 

横
小
路
哲
身
　
　
54
　
南
宮
内 

福
田
　
政
夫
　
　
87
　
上
与
倉 

　
近
允
フ
ヂ
エ
　
86
　
亀
原 

宮
下
　
淺
二
　
　
95
　
上
草
田 

栫
井
シ
ヅ
カ
　
　
91
　
下
和
田 

　
　か
い
し
ゅ
う
 

　
　
　
　れ
ん
 

　
　ひ
ろ
き
 

ゆ
　
め
　
の
 

　
　け
ん
せ
い
 

　
　
か
の
ん
 

　
　
　
　ゆ
う
 

 ま
　
な
　
と
 

　
　も
と
き
 

　
　た
く
ま
 

　
　
　
ま
つ
り
 

　
　
ゆ
　
り
 

み
　
な
　
こ
 

　
　た
い
こ
う
 

み
　
り
　
あ
 

　
　め
い
ね
 

　
　ゆ
う
か
 

　
　
め
　
い
 

　
　
あ
　
ゆ
 

　
　
　
ゆ
う
 

　
　
み
　
う
 

　
　
り
　
あ
 

　
　な
お
や
 

　
　
あ
　
み
 

　
　て
つ
あ
き
 

　
　
み
の
り
 

　
　
の
ど
か
 

　
　ゆ
う
た
 

   　
　
ま
　
お
 

　
　
ゆ
　
な
 

　
　あ
や
か
 

　
　
り
　
お
 

　
　
ゆ
　
あ
 

　
　
ま
　
こ
 

   し
う
た
ろ
う
 

   　
　
り
　
く
 

　
　り
ゅ
う
せ
い
 

ほ
　
の
　
か
 

１１
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

１１
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

※
訂
正
と
お
詫
び 

　
広
報
ひ
お
き
11
月
号
の
P
21
「
戸

籍
の
窓
・
お
め
で
た
お
く
や
み
」
の
記

事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の

と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。（
敬

称
略
） 

 

お
め
で
た
（
伊
集
院
地
域
） 

　
　
　（
出
生
児
） 

　誤
　
臼
井
　
　
騨
 

　
　
　
　
　
 

　正
　
臼
井
　
　
弾
 

お
く
や
み
（
日
吉
地
域
） 

　
　
　
　（
故
人
）　
　（
享
年
） 

　誤
　
妙
見
ミ
ツ
子
　
　
89
 

　
　
　
　
　
 

　正
　
妙
見
ミ
ツ
子
　
　
75
 

お
く
や
み
（
吹
上
地
域
） 

　
　
　
（
故
人
）　
　（
享
年
） 

　誤
　
久
保
　
　
二
　
　
93
 

　
　
　
　
　
 

　正
　
久
保
　
　
二
　
　
79
 

 

だ
ん
 

だ
ん
 

足をしっかり上げて、腕も大きく 
振る。できるだけ身体全体を使
って、大げさに!!

21
健康づくり活動団体紹介 

～みんなで楽しく運動＆ストレス発散!～ 



市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

益満　隼裕くん（２歳６か月） 

父　喜治さん　母　裕美さん 
（伊集院町郡） 

　きかんしゃトーマスとアンパンマン
が好きな隼裕くん。いつまでも元気で
大きく育ってね。 

■おかあさんから 

しゅんすけ 

時岡　美月ちゃん（２歳２か月） 

父　竜三さん　母　美佐さん 
（伊集院町妙円寺） 

　公園に行くのが好きで、いつも元気
いっぱいに遊んでいます。優しく、思い
やりのある子に育ってね。 

■おかあさんから 

みつき 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

　
十
月
に
行
わ
れ
た
第
二
十
八
回
国
際
・
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手
権
山
口
（
下

関
）
大
会
の
三
種
目
に
出
場
し
た
富
奥
さ
ん
。
六
十
五
歳
以
上
の
部
三
千
㍍
競
技
で
は
11

分
00
秒
62
と
い
う
好
タ
イ
ム
で
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。 

　
走
り
出
し
た
き
っ
か
け
は
息
子
さ
ん
だ
と
言
い
ま
す
。
当
時
、
東
市
来
ラ
ン
ナ
ー
ズ
に

入
っ
て
い
た
息
子
さ
ん
に
触
発
さ
れ
、
五
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
本
格
的
に
走
り
始
め
ま
し

た
。
そ
ん
な
富
奥
さ
ん
も
苦
い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
走
り
始
め
た
当
初
、
先
輩
に
勧
め

ら
れ
て
鹿
児
島
市
で
行
わ
れ
た
大
会
の
千
五
百
㍍
競
技
に
参
加
。
他
の
選
手
に
二
百
㍍
の

差
を
つ
け
ら
れ
最
下
位
で
し
た
。「
正
直
走
る
こ
と
を
や
め
よ
う
か
と
も
考
え
ま
し
た
。
で

も
同
世
代
だ
か
ら
頑
張
れ
ば
勝
て
る
か
も
。
そ
う
思
っ
て
か
ら
年
間
の
練
習
内
容
が
ぐ
っ

と
変
わ
り
ま
し
た
」
総
合
運
動
公
園
で
、
神
村
学
園
の
陸
上
部
や
消
防
士
の
練
習
に
追
走
。

今
で
は
運
動
公
園
や
ロ
ー
ド
を
ほ
ぼ
毎
日
十
キ
ロ
㍍
走
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
一
方
、
好
成
績
の
裏
に
は
、
家
族
の
支
え
も
あ
り
ま
し
た
。
自
己
流
で
始
め
た
の
で
競

技
前
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
方
法
な
ど
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
奥
さ

ん
に
他
の
選
手
が
ど
の
よ
う
な
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
し
て
い
る
の
か
調
べ
て
も
ら
い
、

自
分
な
り
の
方
法
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
々
の
鍛
錬
と
家
族
の
支
え
が
実

り
、
様
々
な
大
会
で
入
賞
し
て
き
ま
し
た
。 

　
年
間
十
五
以
上
の
大
会
に
出
場
す
る
富
奥
さ
ん
は
「
順
位
を
競
う
の
も
楽
し
い
で
す
が
、

色
々
な
大
会
で
顔
な
じ
み
に
な
っ
た
人
た
ち
と
一
緒
に
走
っ
た
り
話
し
た
り
で
き
る
こ
と

が
う
れ
し
い
で
す
」
と
満
面
の
笑
み
で
話
し
、
有
名
選
手
や
タ
レ
ン
ト
（
松
野
明
美
、
そ

の
ま
ん
ま
東
な
ど
）
と
一
緒
に
撮
っ
た
額
縁
入
り
の
写
真
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　「
い
つ
ま
で
も
ず
っ
と
走
り
続
け
た
い
」
そ
の
熱
い
思
い
は
増
す
ば
か
り
。
今
後
の
活
躍

に
ま
す
ま
す
期
待
が
か
か
り
ま
す
。 

富奥　勝巳さん〔66歳〕 
東市来町湯田（駅前自治会） 

とみ おく　　　かつ　み 

　永吉地域の川久保自治会にあり、島津義弘の弟家久
（1547～ 1587）の墓を含む数基の石塔が残っています。
家久は日向国佐土原の領主で、優れた戦国武将でした。 
　家久は島津本家15代太守貴久の四男として生まれま
した。兄の16代太守義久や義弘に従い、三州統一（薩摩・
大隅・日向）や九州進攻に大いに活躍しました。その
過程で串木野城主になり、後に佐土原城主になりました。
家久の功績で最も知られているのが、肥前国（佐賀・
長崎県一帯）を支配していた竜造寺氏と、天正12（1584）
年に島原で戦い、一度の戦いで降伏させたことです。 
　島津氏が九州統一を果たす直前に、豊臣秀吉が介入
してきました。島津氏は秀吉と戦い、敗れました（1987）。
家久は敗戦処理の交渉の後、病気で急死したと伝えら
れています。 
　その後、家久の子孫が佐土原から永吉に移った際に、
佐土原の梅天寺にあった墓を永吉に移しました。永吉
の梅天寺は、もともとは元中２（1385）年に石屋禅師
が建てた妙法寺でしたが、名前を梅天寺に改めました。 
　　　　　〈引用参考文献〉　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　『吹上郷土誌 通史編１』　吹上町教育委員会 

『吹上町の文化財と神話・伝説』　吹上町教育委員会 

車
で
、本
庁
か
ら
２０
分
、 

吹
上
支
所
か
ら
１０
分 

Access

『 菊 』 
重留　喬さん（74歳） 伊集院町妙円寺 

　仕事を定年後、お母さんがしていた菊つくり
に興味を持ち、「菊つくり講座」に入って６年、
今では講座の学級長も務めます。 
　「菊の見ごろは10月末から11月末ですが、菊
づくりは年間を通して行われます。特に土づく
りが難しく、水はけ、菌、害虫などに気をつけ
ながら腐葉土をつくります」と苦労しながらも
菊づくりを楽しむ重留さん。「今は地域文化祭
や市内の菊まつりに出品、展示していますが、
今後、鹿児島市の仙巌園で行われている菊花コ
ンクールにも出品してみたい」と話す重留さん
からは、菊への熱意が伝わってくるようでした。 

　
ぼ
く
は
、剣
道
が
大
好
き
で
す
。い
ろ

い
ろ
な
経
験
が
で
き
る
し
、た
く
さ
ん
の

人
々
と
の
出
会
い
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

　
ぼ
く
が
剣
道
を
始
め
た
の
は
、小
学
校

一
年
生
の
時
で
す
。そ
れ
か
ら
六
年
間
、ず

っ
と
剣
道
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
間
に
、全
国
大
会
に
も
出
場
し
、武

道
館
と
い
う
大
き
な
舞
台
で
試
合
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、試
合
の

度
に
、友
達
や
ラ
イ
バ
ル
も
増
え
、剣
道

を
続
け
て
、本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。 

　
ぼ
く
の
周
り
に
は
、立
派
な
剣
の
先
生

方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
た
ま
に
、先
生

方
の
試
合
を
見
に
い
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、気
迫
や
集
中
力
が
体
に
み
な
ぎ
っ

て
い
て
、鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど
す
ご
い
で
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、警
察
官
の
方
々
で
す
。

剣
の
達
人
が
、僕
た
ち
を
守
っ
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
と
思
う
と
、と
て
も
安
心
で
す
。

そ
し
て
、と
て
も
か
っ
こ
よ
く
、あ
こ
が
れ

ま
す
。 

　
ぼ
く
も
将
来
、そ
ん
な
あ
こ
が
れ
の
警

察
官
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、こ
れ
か
ら
も
剣
の
道
を
歩
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

あ
こ
が
れ
の
警
察
官 

飯
牟
礼
小
学
校
六
年
　
池
田
　
裕
太
く
ん 

い
け

だ
　
　　
ゆ
う

た 

●第24回全九州マスターズ陸上競技選手権
宮崎大会65歳以上800m優勝（大会新2分
29秒54） 
　第28回国際・全日本マスターズ陸上競技選
手権山口（下関）大会65歳以上3000m優勝
（11分00秒62）、1500m2位（５分14秒26）、
800m3位（２分34秒37） 

 

▲梅天寺跡（中央が家久の墓） 



http://www.city.hioki.kagoshima.jp/
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.06㎞2

総人口　52,495人（△19） 

　男　　24,513人（△12） 

　女　　27,982人（△　7） 

世帯数　22,374　（△　4） 
12月1日現在 （　）は前月比 

追いつ追われつ 
　例年にない白熱のレースが繰り広げ

られた駅伝大会。同着でのタスキリレ

ーに選手は一層闘志を燃やしました。 

（11/11吹上地域市民駅伝競走大会 

　P7関連記事） 
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日
置
島
津
家
の
始
ま
り
は
、
島
津

義
弘
の
弟
歳
久
（
一
五
三
七
〜
）
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
歳
久
は
、
兄
の
義
弘
ら

と
共
に
、
戦
国
時
代
の
末
期
に
三
州
統

一
（
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
）
や
九
州
進

攻
の
戦
い
に
活
躍
し
た
武
将
で
し
た
。

島
津
氏
が
豊
臣
秀
吉
に
敗
れ
て
降
伏
し

た
後
も
、
秀
吉
に
容
易
に
従
わ
な
か
っ

た
た
め
、
反
乱
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
、

文
禄
元
（
一
五
九
二
）
年
に
死
を
命
じ

ら
れ
ま
し
た
。 

　
歳
久
の
孫
の
常
久
は
、
文
禄
四
年
に

日
置
を
領
地
と
し
て
与
え
ら
れ
、
日
置

島
津
家
を
興
し
ま
す
。
そ
れ
以
来
、

日
置
島
津
家
の
歴
代
当
主
は
家
老
な

ど
の
藩
の
重
役
を
務
め
ま
し
た
。 
  

　
赤
山
靭
負
は
文
政
六
（
一
八
二
三
）

年
に
、
日
置
島
津
家
一二
代
当
主
久
風

の
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
兄
は
、

薩
摩
藩
家
老
を
務
め
た
一
三
代
当
主

久
徴
（
ひ
さ
な
が
）
で
す
。「
島
津
」

の
姓
を
名
乗
れ
る
の
は
家
督
を
継
い
だ

当
主
だ
け
な
の
で
、「
赤
山
」
を
名
乗

り
、
物
頭
な
ど
の
藩
の
要
職
を
務
め
ま

し
た
。
誠
実
な
人
柄
で
、
多
く
の
人
に

慕
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
当
時
、
薩
摩
藩
は
次
期
藩
主
の
座

を
巡
っ
て
大
き
な
政
争
が
起
き
て
い
ま

し
た
。
い
わ
ゆ
る
お
由
羅
騒
動
で
す
。

島
津
斉
彬
を
支
持
す
る
派
閥
と
、
弟

の
久
光
を
支
持
す
る
派
閥
が
激
し
く

争
い
ま
し
た
。
斉
彬
を
支
持
し
て
い
た

靭
負
は
こ
の
騒
動
に
巻
き
込
ま
れ
、
嘉

永
三
（
一
八
五
〇
）
年
に
自
刃
を
命
じ

ら
れ
ま
し
た
。 

　
靭
負
は
、
自
分
の
屋
敷
に
出
入
り

を
し
て
い
た
西
郷
吉
兵
衛
に
血
染
め
の

肩
衣
を
形
見
と
し
て
残
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
が
、
吉
兵
衛
の
息
子
吉
之
助
（
後

の
西
郷
隆
盛
）
に
大
き
く
影
響
し
、

斉
彬
へ
の
忠
誠
を
強
固
に
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
吉
之
助
は
、
後
に
斉

彬
の
直
属
の
家
臣
と
な
り
、
篤
姫
の
将

軍
家
輿
入
れ
な
ど
で
大
い
に
活
躍
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

  

　
桂
久
武
は
赤
山
靭
負
の
弟
で
、
天

保
元
（
一
八
三
〇
）
年
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
に
桂
久

徴
の
養
子
に
な
り
、
桂
家
を
継
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

　
藩
の
役
職
を
歴
任
し
、
元
治
元
（
一

八
六
四
）
年
に
家
老
に
就
任
し
ま
し
た
。

幕
末
の
混
乱
に
あ
た
っ
て
は
、
同
僚
の

小
松
帯
刀
と
と
も
に
藩
の
方
針
を
倒

幕
に
統
一
す
る
こ
と
に
貢
献
し
ま
し
た
。

大
久
保
や
西
郷
の
活
躍
は
、
桂
や
小

松
の
協
力
な
し
に
は
難
し
か
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
桂
は
、
西
郷
と
特
に
親

し
く
、
書
簡
も
多
く
交
わ
し
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
明
治
三
年
に
鹿
児
島
藩
権
大
参
事

に
就
任
。
そ
の
後
、
都
城
県
参
事
、

豊
岡
県
権
令
に
任
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

辞
職
し
て
帰
郷
し
ま
し
た
。
明
治
十
（
一

八
七
七
）
年
に
西
南
戦
争
が
始
ま
る
と
、

西
郷
軍
に
参
加
し
ま
し
た
。
武
器
や
弾

薬
、
物
資
な
ど
の
補
給
の
責
任
者
と
し

て
活
躍
、
最
後
ま
で
西
郷
と
行
動
を

共
に
し
、
城
山
で
戦
死
し
ま
し
た
。 

〈
引
用
参
考
文
献
〉 

　『
日
吉
町
郷
土
誌 

上
巻
』
日
吉
町 

　
平
成
二
十
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
天
璋
院
篤
姫
」
が
放
映
さ
れ
る
の
を
機
に
、

篤
姫
や
明
治
維
新
に
関
わ
る
日
置
市
内
の
人
物
や
文
化
財
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま

す
。 

　
江
戸
時
代
を
通
じ
て
日
置
地
区
（
日
吉
町
北
部
）
を
領
有
し
た
日
置
島
津
家
（
島

津
氏
の
分
家
）
は
、
代
々
藩
の
重
役
を
務
め
た
名
門
の
家
柄
で
し
た
。
幕
末
に
は
、

日
置
島
津
家
出
身
の
赤
山
靭
負
と
桂
久
武
の
兄
弟
が
活
躍
し
、
明
治
維
新
の
実
現

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

大乗寺跡 
（日置島津家菩提寺） 

赤山靭負の墓 
（桂山寺跡） 

● 

● 

大
乗
寺
跡 

赤山靭負の墓 

（
日
置
島
津
家
菩
提
寺
） 

（桂山寺跡） 

▼桂久武肖像（日吉町郷土誌から） 

日吉運動公園 

八幡神社 
日吉派出所 

日吉ふれあいセンター 
日吉保健センター 
日置市民病院 

特養老人ホーム青松園 
日吉老人福祉センター 

熊野神社 

日置郵便局 

城の下物産館 

● 
● 
● ● ● 

● 

● 
● 

● 

● 
● 

270

文 

文 

日
吉
中
学
校 

日置小学校 

日吉支所 

日吉中央公民館 

日吉町商工会 




